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平成22年度大学図書館職員長期研修実施要項 
 
1  目的 

  全国の国立大学図書館等の中堅職員に対し，学術情報に関する最新の知識を教授するととも

に，図書館経営・情報サービスの在り方について再教育を行い，職員の資質とマネジメント・

企画等の能力の向上を図ることにより，大学図書館等の情報提供サービス体制を充実させるこ

とを目的とする。 

2  主催 
筑波大学 

3 期間及び会場 
  期間 平成22年7月5日（月）～7月16日（金） 

会場 筑波大学春日エリア情報メディアユニオン2階ホール 

4 受講者 
(1) 資格 

受講者は原則として次の各号のすべてに該当するものとする。 
1‐1 係長クラスで年齢35歳以上45歳以下である者（平成22年4月1日現在） 
1‐2 大学図書館等において専門的業務に8年以上の経験を有する者 
1‐3 所属大学（機関）の長が推薦する常勤図書館職員 

(2) 定員 
約35名 

5 研修申込及び受講者の決定 
(1) 申込み方法 

各大学（機関）の長は受講希望者についてとりまとめ，別紙様式により平成22年4月23日（金）

（必着）までに，筑波大学長あてに推薦すること。 
また，該当者がいない場合にも，その旨ご回答ください。 

 
(2) 受講者の決定 

前項により推薦された者の中から応募・推薦理由等を考慮して受講者を決定し，各大学（機

関）の長に通知する。 

6  研修科目及び講師 

別紙のとおり（予定） 

7 研修の方法 
  1 時限 90 分とし，講義・演習を行う。 
  なお，必要に応じて事前アンケート，課題等の提出を課す。 

8 経費 
研修費は無料とする。国立大学法人並びに大学共同利用機関法人に所属する者の研修旅費（交

通費，宿泊費）は，筑波大学が負担する。 

9 宿泊施設 
  つくば市内のホテル（宿泊日：7月4日(日)～15日(木)） 

10 修了証書 
  この研修において所定の課程を修了した者には，修了証書を交付する。 
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平成 22 年度大学図書館職員長期研修日程 

 

午        前 午     後 
７ 月 

9:15～10:45 11:00～12:30 13:45～15:15 15:30～17:00 

5 月 
受付 

9:30 

10:00 

オリエンテーション 

11:30～ 

開講式 

文部科学省講話 

大学と大学図書館 

波多野澄雄 

 筑波大学附属図書館長 

大学経営の課題 

吉武博通 

筑波大学教授 

6 火 問題発見・解決演習 問題発見・解決演習 問題発見・解決演習 問題発見・解決演習 

7 水 問題発見・解決演習 問題発見・解決演習 問題発見・解決演習 問題発見・解決演習 

8 木 

国立大学図書館の経営 

田中成直 

東京大学附属図書館事務部長 

私立大学図書館の経営 

鈴木正紀 

文教大学越谷図書館課長補佐

 大学評価と大学図書館 

山内芳文 

聖徳大学学長補佐 

（大学評価担当） 

大学図書館職員の新たな役割

竹内比呂也 

千葉大学教授 

9 金 

経営学入門 I 

佐野享子 

筑波大学准教授 

経営学入門 II 

佐野享子 

筑波大学准教授 

古典資料の保存と利用 

綿抜豊昭 

筑波大学教授 

班別討議 

10 土  

11 日  

12 月 

図書館と建築 

植松貞夫 

筑波大学教授 

学術コミュニケーションの 

動向 

土屋 俊 

千葉大学教授 

図書館と法 

石井夏生利 

筑波大学准教授 

電子図書館マネジメント 

宇陀則彦 

筑波大学准教授 

13 火 

利用者の情報行動 

逸村 裕 

筑波大学附属図書館副館長 

研究者のアクセス手法 I 

木越英夫 

筑波大学教授 

研 究 者 のアクセス手 法 II 

渡辺雅男 

一橋大学附属図書館長 

班別討議 

14 水 

大学図書館の学習支援 

井上真琴 

同志社大学企画部 

企画室企画課長 

博報堂のマーケティング・

コミュニケーション戦略 

久地楽雅也 

博報堂エンゲージメントプラニング局

 シニアストラテジック 

プラニングディレクター 

公共図書館の戦略 

常世田良 

(社)日本図書館協会 

事務局次長 

班別討議 

15 木 

オープンアクセスと 

機関リポジトリ 

倉田敬子 

慶應義塾大学教授 

国立情報学研究所の戦略

青木利根男 

国立情報学研究所 

学術基盤推進部次長 

班別討議 

発表 
班別討議 

発表 

16 金 

ヒューマン・リレーションスキル 

宗像恒次 

筑波大学教授 

筑波大学中央図書館

見学 

閉

講

式

 

 
  会場：筑波大学春日エリア 情報メディアユニオン２階ホール 
     7 月 16 日（金）は第一エリア（中地区）筑波大学附属図書館（中央図書館） 

2　研修日程



平成 22 年度大学図書館職員長期研修科目概要 

� 研修概要 
 A 図書館マネジメント総論 8 科目（9 コマ） 
 大学図書館を取り巻く経営的環境を把握するとともに、大学図書館マネジメントに関  
する知識を養う。 

 B 学術情報流通等各論 13 科目（13 コマ） 
 学術情報に関する最新の知識を講義し、大学図書館サービスのあり方を考える。 

 C 演習・班別討議 13 コマ 
 課題対応能力、コミュニケーション能力の向上を図るための講義・演習を行い、班別 
討議、発表を通してその実践を行う。 

 D 見学 1 コマ 
  筑波大学附属図書館（中央図書館）の見学を行う。 
 
� 科目概要 
A 図書館マネジメント総論 
(1)大学経営の課題 
 大学図書館の活動は、あくまでも大学経営の一部として捉えられなければならない。大

学図書館経営の背景となる大学経営について講義する。 
 
(2)国立大学図書館の経営 
実際の大学図書館経営を担っている管理職の立場から、具体的な予算獲得、組織運営、

企画・広報などについて、大学図書館経営のあり方や課題などについて講義する。 
 
(3)大学と大学図書館 
 大学や大学図書館を取り巻く現状や今後の方向性について、ステークホルダーとの関係

や政策的視点から講義する。 
 
(4)大学評価と大学図書館 

国・公・私立大学（短期大学を含む）は、７年以内ごとに、認証評価機関の実施する評

価を受けることが義務付けられている。その評価の実際と大学図書館がどのように評価に

寄与すればよいのかを考える。 
 
(5)経営学入門 I・II 

経営学の基礎知識、事例をもとにした営利・非営利組織の経営論・経営戦略から、今後

の大学図書館経営の参考となる組織のあり方、中堅職員の役割などについて講義する。 
 
(6)私立大学図書館の経営 
 私立大学図書館の経営について、アウトソーシング、予算獲得、サービスの展開等につ

いて事例をもとに実際的観点から講義する。 
 
(7)大学図書館職員の新たな役割 

日本及び海外大学図書館における図書館職員の役割、その特徴や問題点、今後の新たな

役割や将来像、展望などについて講義する。 
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(8)ヒューマン・リレーションスキル 
 中堅図書館職員は、図書館サービスの中心として利用者との対応でストレスに曝される

だけでなく、ミドルマネジメントの一翼を荷う立場としてもストレスを感じることになる。 
人間関係を上手にコントロールするスキルを学ぶ。 
 
 
B 学術情報��等�論 
(1)図書館建築と設備 
 図書館建築の考え方、面積基準、安全対策、サイン計画、バリアフリー環境などについ

て、最近の動向や実例を挙げて図書館施設全般について講義する。 
 
(2)国立情報学研究所の戦略 

CAT/ILL 共同事業の設立時の理念を現在的に再確認し、近年特に顕在化してきた課題、

新たな将来像や展開などについて講義する。 
 
(3)利用者の情報行動 

情報行動論の基礎的知識、教員や学生の情報行動の具体例、情報行動に配慮した図書館

サービスのあり方などについて講義する。 
 
(4)学術コミュニケーションの動向 
近年の電子図書館、電子ジャーナルへの取り組みや、機関リポジトリなどの動向を踏ま

え、今後の学術コミュニケーションのあり方や展望について講義する。 
 
(5)公共図書館の戦略  
 指定管理者制度、アウトソーシングなど、最近の公共図書館等における経営の動向や戦

略、顧客獲得・顧客満足の観点から実施した新たなサービスについて例を挙げて講義する。 
 
(6)古典資料の保存と利用 
 大学図書館における古典資料の保存方法や利用上必要な配慮などについて講義する。 
 
(7)研究者のアクセス手法 I 
自然科学分野の研究者の立場から、研究手法、研究資料の収集・活用方法、学生の指導

方法等の例を挙げて、自然科学系研究者が求める図書館、資料、図書館職員のあり方につ

いて講義する。 
 

(8)研究者のアクセス手法 II 
社会科学系の研究者の立場から、研究手法、研究資料の収集・活用方法、学生の指導方

法等の例を挙げて、社会科学系研究者が求める図書館、資料、図書館職員のあり方につい

て講義する。 
 

(9)大学図書館の学習支援  
情報リテラシー教育をはじめとする大学図書館における学習支援のあり方について、

様々な活動と成果、今後のあり方や課題などについて講義する。 

4　科目概要



 
(10)博報堂のマーケティング・コミュニケーション戦略（企業の経営戦略） 
 大学図書館運営に関連する民間企業等の経営戦略や図書館運営の効率化、サービス向上

の参考となる民間企業等の経営手法について講義する。 
 今年度は、幅広い業界のブランディング実績をもつ博報堂から、社会の変化に対応した

マーケティング・コミュニケーションモデル、ブランディングの実際、広報戦略を学ぶ。 
 
(11)電子図書館マネジメント  
最近の Web サイト、OPAC、Google、電子図書館等の情報発信手法の問題点を挙げ、次

世代 OPAC 時代における新たな情報発信技法の提案などを含め、今後の方向性や展望等に

ついて講義する。 
 
(12)オープンアクセスと機関リポジトリ 
 電子ジャーナルを始めとする、学術情報流通の問題を考えるにおいて重要となる、オー

プンアクセスの思想とその一翼を担う機関リポジトリについて講義する。 
 
(13)図書館と法 
図書館をめぐる著作権、個人情報・プライバシー保護などの基本的な考え方や、インタ

ーネットの普及に伴う新たな動きと今後の方向性、展望などについて講義する。 
 
 
C 演習・班別討議 
1 演習 
 自立的に業務を遂行するためには、自ら問題を発見し、適切に解決する方法を身に付け

ることが重要である。職場での実際的な問題から、講義及び演習を通して、問題発見から

解決までを実践する。 
 
2 班別討議 
(1) 班別討議 
大学図書館経営及びマネジメントに関連するテーマについて討議する。実際的な課題解

決を念頭において具体的な対応策、解決策を討議する。 
(2) 発表及び全体討議 
班別討議で検討した課題を実際的な解決方策にまとめ発表する。各班の発表をもとに全

体討議を行う。 
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１．大学と大学図書館

6　大学と大学図書館



　7



２ 大学経営の課題 

筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授 

     大学研究センター長   吉武 博通 

    

 

１．国立大学法人化の意義の再確認と現状について 

 

２．我が国の大学を取り巻く環境について 

 

３．民間的発想の有用性と留意点 

 

４．民間企業における経営・組織改革の事例に学ぶ 

 

５．社会・経済環境の変化の中で大学に求められるもの 

 

６．教育研究と経営の質の高度化をどう進めるか 

 

７．競争力ある大学づくりを担う職員のプロフェッショナル化 

 

８．大学図書館と図書館職員への期待 

 

8　大学経営の課題
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12　大学経営の課題



３ 国立大学図書館の経営 

東京大学附属図書館事務部長 

 田中 成直  

 
１ はじめに 
 経営とは 
 
２ 大学及び大学図書館を取り巻く環境 
図書館職員数 
大学予算 
図書館予算 
業務委託の状況 
ICT 環境の変化 
国際化の進展 
18 歳人口の減少 

 
３ 公共サービス改革 
行政改革の手法 
市場化テストとは 
通常のアウトソーシングとの違い 
市場化テストの実施プロセス 
公共サービス改革基本方針と国立大学に関する記述 
官民競争入札等管理委員会国立大学法人分科会による国立大学法人へのアンケート調査

とヒアリング 
国立大学法人の図書館運営業務等への評価の総括 
A 研究所の例 

 
４ 大学図書館の役割 
 人はなぜ図書館に来る？ 
 人はなぜ図書館に来ない？ 
 大学図書館の役割とは 
 行ってみたくなる図書館とは？利用してみたくなる図書館とは？ 
 
５ 図書館職員の役割 
 図書館職員にしかできない仕事か？ 
 非常勤職員やアウトソーシングでできる仕事か？ 

国立大学図書館の経営　13



 図書館職員の資質や処遇 
 
６ 大学図書館の課題と企画・広報 
 課題は身近なところにある 
 企画・広報の例 
 
７ まとめ 
 経営は図書館職員の仕事 
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国立大学図書館の経営

東京大学附属図書館事務部長

田中成直

平成22年7月8日 筑波大学 大学図書館職員長期研修

目次

• はじめに

• 大学図書館の状況

• 公共サービス改革

• 大学図書館の役割

• 図書館職員

• 課題解決・企画実現に向けて

• まとめ

１ はじめに

• 組織には社会的存在理由・使命が在る
大学の使命とは？
大学図書館の使命とは？

• 経営とは
経営資源（人、物、金、情報）を使ってその組織の
使命を達成する事

• 大学経営のレベル
全学経営レベルー部局組織経営レベルー現場レ
ベル

• 経営も図書館職員の仕事

２ 大学図書館の状況

１）大学予算
文科省ホームページ

+140億円

＋７.7%

－720億円

－5.8％

増減

1970億円1兆1695億円平成20年

1830億円1兆2415億円平成16年

科学研究費運営費交付金

２）大学図書館予算
文科省「学術情報基盤実態調査」

図書館の総経費 ＝ 図書館の運営経費＋人件費＋資料費

大学経費が１％減ったら、図書館予算はどうなるのか？

-42億571万円

－９．０％

-19億9800万円

－８．4％

増減

５１．３％423億6837万円217億2787万円平成２０年

５０．９％465億7403万円237億2587万円平成１６年

図書館総経
費に占める
資料購入費
の割合

図書館総経費資料購入費

３）職員数
「図書館組織及び人事政策に関するアンケート調査」 国

大図協人材委員会調査資料H22

－74人

－2％

＋241人

＋１４％

－315人

－１５％

増減

3、703人1、957人1、746人平成21年

3、777人1、761人2、061人平成15年

合 計臨時職員専任職員
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４）業務委託の状況 文科省「学術情報基盤実態調査」

３７２２その他

１２０５５警備

３１１６受付・閲覧

１７９８０清掃

５９６２８５合計

１４９８３製本

１９４複写

２１５コンピュータの運用

１０３原文情報DBの作成

２０１７目録所在情報DBの作成

平成20年平成15年業務の内容

3 公共サービス改革（市場化テスト）
１）「官から民へ」を実践する行政改革の手法
・民営化
組織ごと株式会社など民間組織に再編。国鉄、電電公社、
道路公団、郵政公社
・指定管理者制度
平成15年地方自治法の一部改正により導入された制度。公
共図書館などの公共施設の管理運営について、民間企業や
NPO法人など広く公募し、委託できるようにして制度。

・アウトソーシング（業務委託）
・労働者派遣
・PFI（Private Finance Initiative)
民間の資金やノウハウを活用する事で、公共施設などの建
設、維持管理、運営などを一体的に行う手法。平成11年PFI
法成立。
・市場化テスト

２）市場化テストとは

・国や地方公共団体の公共サービスを対象とする。サービス
の質とコストを評価基準として決める官民競争入札制度。

・「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」（い
わゆる「市場化テスト法」）平成18年小泉構造改革の一環と

して成立

・国立大学法人については、国会の附帯決議において、その
特殊性に鑑み、市場化テストの適用について、慎重かつ適
切に対応することとされている。

・主な対象業務

統計調査関連業務、登記関連業務、社会保険庁関連業務、
ハローワーク関連業務、公物管理関連業務、独立行政法人
の業務。今後とも公共サービスを不断に見直し、対象事業を
逐次拡大。

http://www5.cao.go.jp/koukyo/index.html（内閣府）

３） 通常のアウトソーシングとの違い

○ アウトソーシングでは、予め民間が担うサービス
の範囲や責任を「官」が決定し、そのサービス提供
が民間企業にゆだねられる。

○ 市場化テストでは、サービス提供業務をいかにし
て効率的かつ効果的に実施していくかという観点か
ら「官」と「民」が対等な立場で競争入札を行う。

○ 入札の実施について定める実施要綱を作成。確
保すべきサービスの質、入札参加資格、落札者の
決定にかかる評価の基準、従来の実施状況の情報
開示などを定める。「官民競争入札等管理委員会」
の議を経る。

４） 実施プロセス

ア）対象業務に関する情報公開と意見聴取

イ）「公共サービス改革基本方針」の決定（対象業務
の決定）（毎年見直し）

ウ）入札実施要綱の作成・競争入札の実施

エ）落札者によるサービスの提供

オ）実施終了後の再評価

５） 公務員（法人職員）の処遇

民間事業者が落札した場合の国家公務員の処遇
⇒ 配置転換と新規採用の抑制

６） 「公共サービス改革基本方針」と国立大学
に関する記述

• 「国立大学法人については独立行政法人制度と
別途の制度を創設した趣旨を踏まえ、事業の特性
に配慮しつつ、経営効率化の観点から、既に他の
国の行政機関等において官民競争入札等の対象と
され、質の維持向上及び経費の削減が期待される
施設の管理・運営業務、内部管理業務、試験実施
業務、医療未集金の徴収業務等について、官民競
争入札等を含む民間活用の一層の推進を検討す
る。」（別表12 国立大学法人関連業務）

• 平成20年7月からの内閣府官民競争入札等管理
委員会国立大学法人分科会における議論を踏まえ、
平成21年7月に公共サービス改革基本方針が改訂。
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７） 官民競争入札等管理委員会国立大学法
人分科会による国立大学法人へのアンケー
ト調査とヒアリング（東京地区七大学）の評価
結果 （平成22年4月8日現在の中間評価）

・経営改善のスピードを速める必要がある。

・施設管理業務の一般競争入札の導入、契約の複
数年度化を進めるべき。

・小額随意契約の上限額を１００万円まで引き下げる
べき。

・図書館運営も民間委託すべき業務を切り分けて民
間委託すべき。

８） 国立大学法人の図書館運営業務等への
評価の総括（国立大学法人分科会）

ア）国立大学法人８６校の改革努力

・図書館運営業務の効率化への試みは着実に実施
されており、経営効率の改善への意識は着実に高
まっている。

例）夜間開館業務の包括的な民間委託、定型的業務
の民間委託・パート職員・学生アルバイトの活用、自
動貸出装置の導入

イ）民間委託拡大への一層の努力の必要性

・全ての図書館運営の事務を「大学の教育・研究活
動と不可分」とするのは問題

・個々の大学で「不可分」とする事務を明確に線引き
していく必要がある。

・職員の意識改革を行い、従来の考え方にとらわれ
ずに民間との役割分担のあり方について継続的な
見直しを行っていく事が必要。

イ）民間委託拡大への一層の努力の必要性２

注）大学図書館の民間委託を指定管理者制度や公共
改革サービス法による公共図書館や行政機関の図
書館の業務の民間委託が進んでいる事と同列に取
り扱う事はできない。

様々な私立大学においても図書館業務を区分して
委託可能な事務を民間委託する取り組みは行われ
ている。

ウ）一般競争入札の導入

・随意契約の締結理由として、書物の特殊性、地方
なので事業会社が少ないなどのやむをえない事情
を挙げている

・小額の随意契約の上限が国（100万円）と比べて高

い大学が多いことも影響し、都市部の大学でも随意
契約が数多く締結されている。

⇒ 一般競争入札導入促進の取り組みの強化を図
ることが必要であると考える。

エ）契約の複数年度化
・契約の複数年度化は、国立大学法人のごく一部に
しか実施されていない。
・複数年度契約のメリットは
水準の高い人材のいる民間事業会社を受託業者
に選んだ上で、
複数年にわたりその大学図書館の運営業務に精
通してもらい、
また、大学の教育・研究方針等への理解を深めて
もらいながら
業務を行わせる事ができる点である。
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エ）契約の複数年度化２

・業務量の変動がある場合でも

単価等を設定することにより契約が可能な方式を
採用したり、

個々の発注ではなく複数年にわたる契約として発
注のロットを大きくすることにより、

複数年度化の実現を検討していく事が重要である
と考える。

オ）複数の図書館の共通業務の一括契約

・今後、民間委託の対象業務を拡大するためには、
複数の図書館での一括契約が可能な事務を発掘し
ていく事が重要であると考える。

例）製本などの大学内での複数の図書館での一括
契約

９）公共サービス改革基本方針の変更案の

今後のスケジュール
⇒ 6月中に平成22年度の基本方針案を作成し7月上

旬に閣議決定の予定

１０）A研究所図書室の例

市場化開始2ヶ月たって

⇒ 勝って地獄、負けて地獄

4 大学図書館の役割

１）人はなぜ図書館に来る？
• パソコンを使う
• 自習をする
• 本を借りる
• 古い本を探す
• 友達と待ち合わせをする、駄弁る、コーヒーを飲む
• ビデオを見る、昼寝をする
• イベント（展示会、コンサート、講演会など）をやって
いる

• 図書館の居心地がいい、雰囲気が好き・・・

２）なぜ図書館に来ないのか？
• 研究室や自宅から電子ジャーナルが読める

• 新しい本が無い

• 読みたい本が無い

• 新しい本は研究室（自分の手元）にある

• 図書館の居心地が悪い（暗い、トイレが汚い、椅子
の座り心地が悪い、など）

• 職員の対応が悪い

• 必要とする情報はネットで入手できる・・・

３）大学図書館の役割

① 場の提供

② 資料の提供

③ 情報の提供（研究室や自宅からアクセス
できれば来館しなくてもよい）

見方を変えれば

① 学習・教育支援

② 研究支援

③ 社会貢献
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＊ 図書館は来館・非来館を含め利用がある
からその存在意義がある

＊ 行ってみたくなる図書館、利用したくなる図
書館とは？

⇒ 利用者の利用動向や様々なニーズを把握
する事が基本。また、ニーズを開拓する事も
必要。

５ 図書館職員

１）図書館職員の仕事

資料の選書、購入・契約、整理と目録、

システム企画・開発、

利用者サービス（貸出返却など）、レファレン
ス、情報リテラシーなど

２）図書館職員にしかできない仕事か？非常勤職員、
アウトソーシングでできる？

○資料の選書 ⇔ 教員の仕事

○資料の購入・契約 ⇔ 会計職員の仕事

○資料の整理と目録 ⇔ 非常勤職員、外注・派遣の仕事

○システム企画・開発 ⇔ SEの仕事

○利用者サービス（貸出返却など） ⇔ 学生アルバイト／アウ
トソーシング

○レファレンス・情報リテラシー教育 ⇔ 教員の仕事

⇒ 非常勤職員の比率増やアウトソーシングが進む中で、専任
職員との違い・役割分担を明確に

（マネジメントの視点）

３）図書館職員に求められる資質
○採用時の能力

国家公務員採用Ⅱ腫試験（図書館学）（人事院）
⇒ 国立大学法人等職員統一採用試験（国立大学協会）＋
図書系専門試験
＊一般的な図書館情報学の知識

○研修
実務研修（NII目録講習会など）、マネジメント研修（長期研

修など）、海外派遣事業（国大図協）、シンポジウム・・・
○図書館職員の資質とは？
「大学図書館が求める人材像について 大学図書館員のコン
ピテンシー」平成19年3月
国立大学図書館協会人材委員会

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/janul/）
（コンピテンシー：高業績者の行動特性）

• 専門的コンピテンシーモデル
A.経営管理（ビジョン、使命、評価、情報戦略、合意形成、財

源確保、コンプライアンス）

B.情報資源の管理（蔵書構築、主題知識、情報資源流通、

ニーズの把握、研究成果情報、コンソーシアム、特殊資料）

C.情報サービスの運用（情報サービスの開発・運用、アクセ

スツール、情報資源提供、インタビュースキル、情報リテラ
シー取得支援、利用者中心のサービス）

D.情報通信技術の活用（システム開発、情報利用環境、国

際標準、セキュリティ）

• 一般的コンピテンシーモデル
E.コミュニケーション F.連携・協力 G.問題解決 H.継続学
習 I.柔軟性・積極性 J.戦略策定 K.創造性・革新性 L.視
野の広さ M.表現力・交渉力 N.公平性 O.チームワーク
P.調査研究

＊ 理想と現実を埋める地道な努力を

○「高度な専門性・国際性を持った大学図書館職員の
確保・育成」

⇒ 「高度な専門性」を強調できるポストは少ない。

特定分野の選書やレファレンスができる、日常の
英会話ができる、程度の知識は必要

＊ いろいろな仕事（係）を経験し、かつ図書館のマネ
ジメント（企画）ができる人材が不可欠。

国立大学図書館の経営　19



４）処遇
○職員のやる気とモチベーションを高めるには？
「専門職」としてポストにつかなくても一定の処遇が受
けられた事がプラス／マイナス？
他部局と比べてポストの数が少ない！

⇒ ポストと権限、責務と処遇の対応付けを明確化 ＋
ポストの増
管理職―副課長／専門員―主査―係長／専門職員
―主任―一般職（東京大学）

＊ 図書館も組織。「専門職」といっても組織の一員。現
場責任者であるリーダーが「決断する」、「意思決定に
関わる」ことが大切。
図書館のことは図書館職員が考え、経営まで分担す
る。

５）職員評価

○職員評価（目標管理）制度の導入

法人化で大学の裁量性が増大し、職員にも一層の
専門的知識や能力活用が求められる。年１％の人
件費削減。

⇒ 組織全体のパフォーマンスの向上、職員一人ひと
りの主体的な能力開発・業務遂行のために行う。

東京大学の例

組織目標推進シート

職務行動シート ＋ 図書系専門項目シート（別紙）

６）人事異動

・各人のキャリアアップや組織運営（パフォー
マンスの向上）のために行う。

・異動や昇任は図書館だけでは決められない

・もはや年功序列ではない

・若手：2、3年で異動、いろいろな係、大小図

書館・室を経験

・中堅（係長）：もう少し長いスパン

７）コミュニケーションをどう図るか

・仕事の事、同僚の事、部下の事を考える事がコミュ
ニケーションの基本

・図書館は一つの組織。組織である以上、誰かが
リーダーシップを取る。同僚や部下との間でコミュニ
ケーションが取れないと、組織では仕事ができない。

・上司や先輩は、後輩を育てる事も仕事

６ 課題解決・企画の実現に向けて
１）課題は身近なところにある。
○管理職は椅子に座っていないで、図書館の中を
隅々まで歩き回る。
いろいろな事に気づくはず。利用者のこと、施設の
こと、・・・

○課題を知る材料はたくさんある。
各種統計データ（入館者数、貸出冊数）／アンケー
ト調査／職員数の推移／施設の状況

○図書館・課・係の概要を作ると、課題が見えてくる
引継ぎ用、館長説明用、・・・

○職員ともっと話をする。
議論の中から課題やアイデアが出てくる、戦略が
生まれる。

２）企画
ア）筑波大学の例
○電子ジャーナルの整備方針（平成21ー24年）（筑波大学）

教育研究評議会のもとにWG（理事が座長）を作って検討。

研究科負担分に対する不公平感。
整備対象：H18-20年に基幹としたEJ・DBに加えNature姉
妹誌、JSTOR、EBSCOhost のBusiness Source Premier。
電子版のみとし、冊子体は必要とする研究科が購入。
全学共通経費化（研究科負担なし）の実現。

○コーヒーショップオープン（平成20年）（筑波大学）
利用者のニーズというよりは、図書館側の意向
「コーヒーの香りのする図書館」
利用者のリフレッシュ＆入館者の増加期待
学生、教職員のための福利厚生施設

20　国立大学図書館の経営



イ）東京大学の例
○学生用図書費の確保（平成20年）

総長裁量経費によらない、恒常的経費の措置（駒場、
総合、柏図書館）

○図書の全学集中購入システム

総合図書館：平成16年、部局図書室：平成20年に

実現

○キャンパス間配送サービス（平成21年）

駒場 － 本郷 － 柏 キャンパス間での貸出図
書の配送サービ

３）広報の例

○ブログ等の活用（筑波大学）

展示会の活動を紹介
（http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/nikkos
hasan/index.html）

ユーチューブ（展示会での講演会をアップ）

○グッズ

まとめ 経営も図書館職員の仕事
１）管理職は変化をどう認識し、どう決断するか
・現場のことを知る
・館長が意思決定、決断できる材料を提供
・学長や理事、研究科長などの理解を得る事
・企画力・実践力が求められている
・若いうちから決断する経験を！

２）仕事の事、同僚の事、部下の事を考える
・中堅職員の役割は後輩を育てる事
・できる部下には課題や仕事を見つけさせる事
・できない部下でも手取り足取り面倒をみると成長する。 教
育と研修が不可欠

３）もっと議論を、そしてやってみなければわからない
・議論の中から戦略が生まれる、アイデアが出てくる
・話している本人が新しいアイデアに気づく
・できない理由を考えるより、チャレンジしてみること！
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５ 大学評価と大学図書館 

      聖徳大学学長補佐（大学評価担当） 

山内 芳文 

 

１ わが国の大学評価について 

 

２ 大学機関別認証評価の目的 

  ・大学の質の新たな保証システムの構築 

 

３ 大学評価・学位授与機構が実施する認証評価 

  ・大学機関別認証評価の基本方針 

  ・大学評価基準の構成 

  ・大学機関別認証の評価スケジュール 

  ・図書館の評価（認証評価） 

 

４ 国立大学法人評価 

 

５ 国立大学法人評価と認証評価の比較 

 

６ 大学情報データベースの目的 
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１．図書館建築はそれぞれごとに正解がある
　　建物は「働きとしての図書館」の器　→　それぞれの役割、運営方針、利用者　→　役に立つ建物
　　建物はある固有の場所に建設される　→　特有の条件・制約（物理的・社会的環境、地盤、法律など）
　　　　　　　→　固有の条件に合わせ、もっと多様性と個性をもった建築が追求されるべき
　　活動は変化するが、建物は容易には追随できない。時として器が活動を制約することもある　
　　　　　　　→　将来の活動の変化の方向を予測し、それに対応できる建築を創造する

２．配置計画
　　利用しやすい位置、分かりやすい位置
　　・利用者の日常的な生活動線の上に　→　キャンパス入口、中央広場、食堂に接して、学部棟入口
　　・学部のグルーピングとの関係　　　→　利用者の全体としての移動距離が少ない
　　・図書館相互の位置関係　　　　　　→　キャンパスプランニング上の課題

３．規模計画（延床面積と各部の面積配分）
3-1  全体規模、分割方式
　　・基準、法規、予算、その他から延床面積の上限値が設定されることがある　→　部分に分割
　　　例：国立大学図書館協議会『図書館建築基準に関する報告』による
　　　　「基準面積算定式改訂試案」（1991年6月）
　　   S＝ 1.8U＋3.5G＋5.3（1.5R－0.21U－0.336G）＋80T＋500
　　　　　　R＝当該団地の全蔵書冊数（単位：千冊、未満切り捨て）
　　　　　　U＝当該団地の学部、一般教養、専攻科、別科、短大の学生定員
　　　　　　G＝当該団地の大学院完成定員
　　　　　　T＝受入雑誌タイトル数（単位：千タイトル、未満切り捨て）
　　　　　　　-1　（　）内が負数になる場合は0とする
　　　　　　　-2　図書館本館の面積については上記算式により算出した面積にさらに500㎡　を加算する。
　　　　　　　　　但し、加算は大学１カ所とする。
　　　　■現行（文部省編「国立学校建物必要面積基準書」1978年）
　　　S＝ 1U＋2G＋5.3（1.5R－0.1U－0.16G）＋300　（全学で１館に限りさらに300㎡　加算できる）　
　　改訂の必要性：現行算定式では考慮されていない点（同報告より）

　　1.インテリジェント化、ニューメディア関連スペースの増加（OPAC、CD-ROMなど）
　　2.大学の国際化と増加する留学生
　　3.定員以外の学生（研究生など）並びに教官の利用
　　4.「ゆとり」への対応
　　5.生涯学習への対応　←　大学図書館の一般開放

3-2　積み上げ方式
　本質的には図書館の面積は、計画図書館の果たすべき役割、活動内容、サービス方針から必要な室・ス
ペースなど（参考表）の構成要素を決定し、それぞれごとに収容する資料数（必要となる書架数に換算し
て）、座席数その他の設備の数と単位面積などから必要な床面積を算定して積み上げることで求めるべき
である。
　しかし、積み上げ式だけで決定できることはまれで、上記の全体面積との間でいくつもの各部面積の配
分試算を行うことで適正な全体規模とその配分を決定する。　
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［参考ー1］
　表：構成要素別スペース
　目　的 　構成要素 　室・スペース 　主要内容

　利　用　 　入　　口 　入口ホール
　ロビー
　（軽読書スペース）
　貸出カウンター

　ブックポスト・傘立て・B.D.S.
　展示スペースなど
　一般雑誌・新聞など
　貸出・返却、総合案内、入退館管理

　目録・参考業務 　目録検索スペース   OPAC端末スペース

　参考図書閲覧室 　参考図書、二次資料
　参考業務デスク
　情報検索用端末コーナー
　複写設備

　閲　　覧 　開架資料室
　　・一般開架資料室
　　・雑誌閲覧室
　　・新聞閲覧室
　　・指定図書閲覧室
　　・特殊資料室
　　・貴重資料室
　　・視聴覚資料室

・主題部門別開架室制
・資料種別開架室制
　　OPAC端末スペース
　　資料配架スペース
　　資料展示スペース
　　閲覧座席スペース
　　相談業務スペース
　　ラウンジスペース

　そ　の　他 　グループ研究室
　グループ学習室
　演習室
　資料複写スペース
　喫煙室

　図書館資料を利用するグループ研究

　図書館資料を教材とする演習

　収　蔵 　書　　庫 　一般書庫
　保存書庫
　貴重書庫
　視聴覚資料庫

　安全開架式書庫
　閉架式書庫
　通常型書架、集密書架、積層書架
　自動書庫　

　業　務 　総　　務 　館長室兼応接室
　各役職員室
　一般事務室
　会議室

　庶務・会計

　整　　理 　整理事務室
　印刷・複写室
　視聴覚資料制作・編集室
　製本準備室
　荷解き室、消毒室
　倉庫

　情報管理 　情報管理室 　コンピュータ室など

　閲覧業務 　閲覧事務室

　その他 　休憩室・更衣室

　施設維持 　機械室・電気室・施設管理室（延床面積の10％程度）、廊下、階段、便所など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参考資料：国立大学図書館協議会『図書館建築基準に関する報告』平成3年
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［参考ー2］　大学図書館を取り巻く環境の変化

図書館は利用しない（利用する必要がない）

「インタ－ネット上の情報は信頼性に乏しい」
「目的とする情報がなかなか見つけられない」

非来館型利用来館利用

利用者（学生・院生・教職員

アクセス

図書館職員の専門的な知識と技術
による人的サ－ビスの充実

・信頼されるコレクションの構築
・資料と情報の迅速・的確な探索

図書館職員に時間とスペ－ス
　・単純反復的な労働の軽減
　・知的作業に専念できる環境

・インタ－ネットパソコンの設置
・情報コンセントの装備
・高性能パソコンの装備

・職員の効率的な配置
・迅速な出納提供
・保存スペ－スの拡充
・共同保存書庫機構の追及

･開架書架－公開書庫－閉架書庫の3段階構成
・セルフサ－ビス化   ／  ICタグシステムの開発
・搬送の機械化 
・  自動出納書庫

市民利用の増加への対応

コンピュ－タセンタ－機能との融合
組織・施設の融合：情報基盤センタ－

ネットワ－ク上への情報の発信
関連サイトとのリンク　

・新しいコンテンツの作成
・媒体変換
・大型デ－タベ－スの提供
・電子ジャ－ナルの提供
・アクセスサイトの選定

図書館職員による
情報活用技術教育
教育機能を担う図書館 

　マルチメディア教材作成
　センタ－機能化ヘの要求

来館
資料情報の利用
場の利用
機器の利用

・学際的・総合的な研究教育
・研究機能への重点の移行
　→　図書館への資料の集中配置　
・出版量の増加，購入資料数の増加
　←　資料購入費の削減

・インタ－ネットを介した遠隔教育の実施

快適な利用環境
メディアミックス型ゾ－ン構成

図書館

・一般市民への図書館の公開

増え続ける活字資料への対応

・法人化

経営という視点

利用者に転換
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3-3 書架スペースの面積算定
㎡蔵書収容力（冊／　）＝　　段数×一段に並べられる冊数×利用率×2

　書架間隔×0.9

表：書架間隔と書架間における行為

書架間隔 　適　用　箇　所 書架間における利用者・館員の行動など

 1.2 m
1.35
 1.5
    
1.65

 1.8

 2.1
 2.4

閉架実用最小
閉架常用
利用者の入る閉架
開架実用最小
開架実用

資料数の多い
開架常用
利用者の多い開架
利用者の多い開架

最下段の資料を取り出す際には膝をつく
最下段の資料を腰を曲げて取れる
接架している人の背後を自由に通行できる

声をかければ接架している人の背後をブッ
クトラックが通行できる
接架している人の背後をブックトラックが
通行できる
人と車椅子がすれ違うことができる
車椅子同士でもすれ違うことができる
下段が突き出している書架が使用できる

この理由には用地難、建設費・維持費の効率化、利用の
便、利用のきっかけをつくりやすいなどが挙げられる。
　しかし、複合化に伴うデメリットは建築面だけでも,
1.図書館としての空間構成の自由度が制約される
　　分かりやすい入口、
　　天井の高いワンル－ムの空間、
　　各スペースの合理的な配置、
　　書架配列に都合のよい柱間隔　の確保が困難

2.建物内公害
　講義室からの騒音や食堂からの臭気の問題
など
3.将来の増・改築の可能性が制約されるなど
がある。
　複合化は、図書館サービスに支障のない施
設条件が確保されること（入口の独立、面積
の確保、柱間隔など）を条件とすべきである。

４．各部計画
4-1 資料情報を利用する
　・さまざまな目的をもった来館者＝利用目的、体調・気分、好みなどにより求める空間性状が異なる。
　　→さまざまなスペース、多様な閲覧机と座席（個室、個人席、大きな机（隔て板の有無）、グループ室）
　　→温湿度、照度、音環境に対する「快適さ」の個人差→セルフコントロール、細かなゾーンコントロール
　・資料・情報の取得や利用にパソコンを使うことが多くなった。
　　照明：垂直面照度と水平面照度の照度格差
　　　　グレア（＝強い輝度対比、映り込みなどによる見にくさ）の問題
　　　　TAL方式＝局部（タスク）照明＋全般（アンビエント）照明→省エネルギー、個人の好みへの対応
　　床配線：電源線、通信線が床をはわないように→フリーアクセスフロア or  情報コンセント
　　音環境：音の発生源を除く（床材の選択など）、音の拡散防止（吸音、ブースで囲う）、遮音（外部騒音）

実際の算定では、柱の存在による配置上のロスや主要な通路部分の
面積などを見込んで、30％程度の割り増しをしておくことが必要。
3-4 複合・併設の図書館建築
 大学図書館が研究棟など他の機能の施設と複合・併設して
「合築」で建設されることもしばしばである。

ギャラリー型　　　　　コーナー型　　　　　書架ブロック型　　　　コーナー形成型
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呼び名 高さ（mm） 幅（mm） 比　率

文庫判（A6判） 148 105 13.0％

新書判  約170   約110   5.8％

B6判 182 128 10.8％

A5判 210 148 31.1％

B5判 257 182 29.1％

A4判 297 210 約10％

　・利用するために保存する→利用しやすい（探しやすい、取り出しやすい）
OPACの普及にともない閉架資料の請求が増えている。

　・長年月にわたって保存する→収蔵効率が高い、保存性が高い
　　安全開架式で学生などを入庫させる→積層書架の場合、消防法との関係
　　電動書架などの集密書架→探しにくい
　・書庫環境：できる限り温度・湿度の変化が少ない、紫外線など有害光線の侵入・発生が少ない
　　通常書庫は書庫内作業員に快適な環境を優先（暖冷房）、保存・貴重書庫では保存性能優先
　　地下書庫の方が外部からの影響が少なくコントロールしやすい（建築構造上も有利）
　　地上の場合には、窓の向きと大きさに注意：窓ガラスは熱伝導率が高く室内温度が変化しやすい
　　書庫の大規模化にともなう書庫内作業の労働量の増加（地下書庫では快適な作業ステーションが困難）
　　出納業務の効率化、省エネルギー、地震時の安全性、保存性の向上などから自動書庫に可能性
　　自動書庫＋搬送設備で自動出納システム（国際基督教大学図書館など）
　・消火方法（水かガスか：スプリンクラー、ガス消火設備のいずれにしても防災設備の日常点検は必須）

4-3 資料・情報を作成する
　・資料の媒体変換（マイクロ化、電子資料化）　　→　機関リポジトリ
　・館独自の資料の作成（加工、編集、編纂）
　　アーキビスト的な職員の研究個室

５．事務作業室のインテリジェント化
　・事務作業でのパソコンの使用　→個別性の高い型家具（一人当たりの面積を大きく、照明、空調、配線処理）
　　個人作業化
　　　→セクショナリズムの発生、お互いの顔を見合うことが少なくなる、ＯＡ疲労の問題→職員談話室

　・返却の都度，任意のビンに収める
　　フリーロケーション方式で管理
　・出納時間は平均5分弱

■公共図書館では「スタッフラウンジ」の設置は常識化してきた。
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６．強い地震に対する安全確保の対策

6-1　開架スペース：高書架はしょうぎ倒しになり、低書架は横に移動する。いずれからも本が転落する。
　（書架は本を振り落とすことで転倒・崩壊を免れる、人が書架間にいる場合には、本が降ってくる危険があるが、
　　そうでないと書架が倒壊する）
　・高書架は床固定（アンカーに固定）および頭つなぎ、低書架は床固定
　　連方向の揺れに対しては、いずれの場合も書架の中心部にブレース（筋交い）を入れる。
　・壁に沿って置いてある家具は、背面を壁に緊結する（壁には事前に受けを施しておく）
　・雑誌架なども上記と同様の措置
　・端末機などは家具に固定し、家具を床に固定
　・キャスターのついた移動家具は、使用時以外然るべき場所に収納する習慣を付ける。
6-2　事務・作業室：2段重ねのキャビネットが最も危険、ロッカーなども倒れたり動き回る。
　　　　　　　　　 机上に置いてあるパソコン類が落下する。
　・2段キャビネットは上下を緊結し、壁などに固定する。
　・移動する家具は、ロックをするなどを習慣化する。
6-3　書　庫：移動式書架が連方向、横方向に強く揺られ、脱線、転倒する。
　・耐震機構の充実を購入の判断基準とする。
　・連方向に、各書架中心にブレースを入れる。

　　→在館者がいる場合を想定しての避難・誘導訓練を定期的に実施する。　
　　→きちっとした施設管理（日常点検、防火シャッターの下に書架を移動してしまうなどがないように）

７．セルフサービス、省人化への装置

7-1　蔵書の不正持ち出しを防ぐ、入口でのBDS　（磁気式、ICタグシステム）
　　　フルサーキュレーション方式とバイパス方式　
7-2　蔵書検索のセルフサービス
　　利用者開放端末OPAC（館内のいろいろな場所に：情報コンセント、配線ルートだけは設置しておく）
7-3　貸出のセルフサービス
　　場合によっては、カウンターの人にもどんな本を借り出すかを知られたくない
7-4　返却のセルフサービス
　　さいたま市立中央図書館に設置
7-5　閉架書庫からの出納のための自動出納書庫

８．サイン計画

　基本：利用者の限定された大学図書館であっても、大規模化、複雑化などからサインの重要性は増して
　　　　いる。サインを付録的なものと考えず、設計段階から一貫したシステムとして計画することが大
　　　　切である。

8-1　サインの設置個数は少なく：誘導をサインだけと考えない。
　　　例えば、階ごとに基調色を決めていろいろな場所にそれを使えば、現在地の識別は容易になる。
　　　　　　　カウンターの近辺を明るくすれば人は寄ってくる。
8-2　サインの情報は少なく、平易な表現で：サインは見るもので読むものではないと考えるべき。
　　　専門用語は極力少なくする。
8-3　空間表示型のサインを充実する：利用者は迷った時点でサインを求める。
　　　したがって「方向指示型＝矢印方式」より、どこからでも進路選 択が検討できる「面的な表
          示＝地図方式」の方が適している。
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［付　録］
１．建築基準法の規定

1-1　延床面積など
　容積率、建蔽率の上限値が敷地ごとに定められている。
　・容積率＝延床面積／敷地面積
　・建蔽（ぺい）率＝建築面積／敷地面積
　　　　（建築面積＝およそ1階の床面積）
　■大学キャンパスの場合は、例外的な過密キャンパス
　　を除いて、ほとんど問題とならない。
1-2　防災上の規定
　・防災設備：火災報知設備、消火設備、非常照明設備、
　　非常放送設備、非常電源設備など
　・防火区画＝煙や高温ガスの拡散を防ぐことを目的と
　　し、耐火構造の壁・床で区画された空間単位をいう．
　　いわば、火災が消火困難となった場合に放棄してし
　　まう区画である。
　　図書館の場合は、1,500㎡　を超えない範囲で区画す
　　べきと定められている、図書館は広い一体の空間を
　　望むことが多いので、壁ではなく火災時に作動する
　　防火シャッター、防火扉を設置する方法で区画する
　　方法をとる例が多い．
　　また、スプリンクラーを設置すれば3,000㎡　を防火
　　区画単位とできる。
　　「壁・床で区画」から吹抜けをもつ図書館では上下
　　階合計で上記面積を超えないように区画する。

　・縦穴区画＝階段は火災時に煙突のような働きをして
　　しまうので、階数などにより入口に防火扉、防火シャッ
　　ターを設置することが必要になる場合がある。
　　なお、避難のために 2以上の階段を設けて、二方向
　　の避難経路を確保することや室内からその階段まで
　　の避難距離なども細かく規定されている。
　・排煙区画＝天井面に沿って煙が拡散することを防ぐ
　　ため防煙垂れ壁で区画し、区画された範囲内で排煙
　　を行う。
　・耐震壁＝ 地震時に横揺れに耐える目的で設置される
　　壁で、筋交い的な役割をもつ。間仕切り壁と区別さ
　　れる。簡単にいえば、増改築時に壊せない（取り払
　　うことができない）壁である。
　　性能上からは柱から柱まで一体であること、Ｘ方向、
　　Ｙ方向で均等に分散していることが望ましく、出入
　　口をもつ開口壁や偏った位置だけでは逆効果のこと
　　もある。従って、図書館建築では耐震壁をとりにく
　　い。設置しない場合は、柱や梁に強い強度が要求さ
　　れ、これらのサイズが大きくなることは避けられな
　　い。
1-3　構造強度
　・通常の建物の25％増の構造強度を有することが義務
　　づけられている。

２．障害者も支障なく利用できる建築のための法律：バリアフリー環境の実現

　心身に障害を有する利用者、職員が、施設や機器を支
障なく利用でき、働ける図書館でなければならない。
　つまりバリア・フリー環境である。国は図書館も含ま
れる特定建築物においてバリアフリー環境実現のために
法律（「高齢者、障害者が円滑に利用できる特定建築物
の建築の促進に関する法律：通称ハートビル法（1994
年）、2006年改正バリアフリー新法」を定め、出入口、

廊下、階段、昇降機、便所、駐車場、敷地内の通路の7
点について「基礎的基準」と「誘導的基準」を設けて配
慮を求めている。しかし、具体的な指針では「車椅子」
問題にばかり焦点が置かれている傾向がある。また、こ
れらは「図書館の使いやすさ・働きやすさ」を直接保証
するものではないことに注意を要する。

３．既存施設の図書館への改修

　大学では、研究室や事務室を図書室に転用する例が少
なくない。今後は、既存施設を図書館に転用することも
増えてこよう。
　既存施設の転用の際には、当該施設が 1981年の新耐
震設計法適用以前の建物（既存不適格建築物）か否かで、
とるべき方策が異なり、1981年以前の建物では耐震診
断と必要に応じ耐震補強工事を行う必要がある。
　また、図書室・館への転用には、大きな積載荷重（表）
に対する対策工事（床スラブ、大梁、小梁の補強）が必
要であることが多い。
　一般に基礎の補強を要する改修は施工と費用に制約が
あり困難な場合が多い。

　いずれにしても、専門家による耐震診断・劣化診断等
が必要である。
　
　　表：積載荷重

用　途 床用（kg ㎡／　）

事務所 300

開架書架スペース 500～800

集密書庫スペース 1200 

法的には、図書館の床の積載荷重規定はない。
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20100712

規模計画：適正規模といっても「適正」とは 

閑散期（通常期）の閲覧室：慶應義塾大学日吉 

期末試験直前時期の同閲覧室 

大学図書館 

• 資料、職員、場所（空間・設備）により 

研究支援機能 ← 非来館型サービスに 
学習支援機能 ←「来館してもらえる」図書館 
教育支援機能 ← 図書館活用術の教育 
社会貢献機能 ← 市民利用 
　　　　　　　　 情報発信 ← 機関リポジトリ 

大学図書館建築 当面の課題 

（1） 情報流通のデジタル化への対応 
　　　「活字資料」と「デジタル資料へのアクセス」の両方を提供 
　　　　　　　　　　　  →   ハイブリッド・ライブラリー 
（2）資料保存スペースの狭隘化 
　　書庫の狭隘化  →　増築の可能性は低い 
　　共同保存書庫  →　資料請求を受けても1日はかかる　　 
　　　　　　　　　　　  →　学内に大規模書庫を確保したい　 
（3）来館者の減少傾向への対策 
　　インターネットへの過度の依存から活字資料への誘導 
　　快適な学習・閲覧環境 
　　職員の専門的知識と技術による人的サービスの充実 
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ロサンゼルス中央（青少年の部屋） 

ドイツ国立図書館フランクフルト館（ドイッチェ・ビブリオテーク） 活字資料とパソコンの併用 

ノートパソコンが使える ミシガン大学インフォメーションコモン（図書館外、24時間open） 
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国際基督教大学図書館スタディエリア 

国際基督教大学図書館の増築 
　　・1960年半分2,490㎡（11万冊、350席） 
　　・1972年増築2,050㎡（30万冊、600席） 
　　・2000年新館増築（122台のパソコン席） 

（2）資料収蔵スペースの狭隘化問題 

閉架書庫：収蔵効率と取り出しやすさの両立 

収蔵効率：書架間隔を詰める、配架方法の工夫等 
利用の便：出納の手間と出納時間の短縮 
書庫内環境 
　　　（1）資料の保存環境 
　　　（2）セキュリティ：日常時・災害時 
　　　（3）書庫内で働く職員の作業環境 
　　　（4）ランニングコスト 

大阪府立：書庫の中で三輪自転車を使う 

電動カートで運ぶ：ドイツ国立（フランクフルト） 
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   3階分の高さに積み上げられたラックが6セットあり， 
請求された図書を入れた箱が自動的に取り出される 自動書庫の先例：カリフォルニア州立大学ノースリッジ校 自動書庫（国際基督教大学） 

東京大学柏図書館 

東京大学柏図書館自動書庫（高さ10ｍ） 

図書館建築の防災対策 
基本 
　　　日常安全の延長に災害時の安全がある 

（1）書架の地震対策 
　　　　高書架・低書架、鋼製・木製、単式・複式を問わず固定 
　　　　木製書架、スチール製書架での耐震性能には差がない 

　　　　　◇ 床にアンカーボルトで固定 
　　　　　◇ 頭つなぎで固定 
　　　　　◇ 連方向にもブレースをいれる 
　　　　　◇ 本の落下防止を施す場合には書架自体に高い剛性 
　 　 　　 ◇ 移動式書架は事後が大変 
　　→　模様替えの自由度は制約される 
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コンクリートの床に打ち込んだアンカーボルトに固定 

書架芯でのブレース 
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（2）火災対策 
　　公共図書館では建築基準法、同施行令、消防法で 
　　「不特定多数」対応施設として厳しい規制 
　　　大学図書館は対象外　→　避難誘導訓練 
　　　・防火区画（1,500㎡ごとに区画できる） 
　　　　　防火扉、防火シャッター：日常的点検 
　　　・排煙区画 
　　　・ガス消火設備は危険 

（3）水害対策 
　　　大阪大学附属図書館の例など 

セキュリティに配慮したサイン 
　早稲田大学中央図書館 

　　・青地は出口方向 

　　・赤字は奥に向かう方向 

◇利用者に入庫を許すことは危険 
   であるとの認識の共有化が必要 

シカゴ大学ヨゼフ・レーゲンシュタイン図書館 
広大な書庫（開架式で24時間利用者が入る） 

防犯対策 

ロッカーをたくさん用意 

（3）来館者を増やす

-1 快適な学習・閲覧環境 
　 利用目的に即して選べる多様な座席環境 

（3）来館者を増やす

-1 快適な学習・閲覧環境 
　 利用目的に即して選べる多様な座席環境 
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慶應義塾大学日吉グループ学習室（複数グループ型） 薪が燃える暖炉のある雑誌コーナー（カナダ：シグナルヒル図書館） 

光庭（自然の樹木、雑誌・新聞） 

-2　職員による人的サービスの充実 

インフォメーション・デスクの工夫 
単純反復作業の軽減 
　　→ セルフサービス化、機械化 
快適な職場環境 
　　→ 知的作業に専念できる執務・作業環境 
　　　 ラウンジの充実など 

-2　職員による人的サービスの充実 

インフォメーション・デスクの工夫
単純反復作業の軽減 
　　→ セルフサービス化、機械化 
快適な職場環境 
　　→ 知的作業に専念できる執務・作業環境 
　　　 ラウンジの充実など 

在来型のインフォメーションカウンター 簡易なインフォメーションデスク（長方形のデスクに職員が座る） 

図書館建築と設備　91



立って対応するレファレンスデスク 
（インフォメーションポイント） 三角形のデスクで利用者がすぐ横に立てる 

腰軽く書架に案内 
長い話や他者に迷惑となりそうであれば
ブースの中で 

新潟市立図書館の勾玉型インフォメーションデスク 
（デザイン：岡田新一設計事務所）
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セルフサービス化：自動貸出装置 

原則として貸出は全てセルフサービスで 

←　 開架書架スペース 
　　 利用者の目に付きやすい位置に　　 
　　 設置することが原則 

子供用に一段低く 

RFIDタグ利用であればより簡単 
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自動返却処理・仕分け機 
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仕分け室内部：各階で最終的に分類 
各階の仕分け機械（両側に棚がある） 
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各階のエスカレータ横に自動貸出機 延滞料徴収機（借出し手続前に精算） 

職員の休憩室：館内で最高の場所に（フィンランド、マリエハム図書館） 
職員専用の図書室（ヴァンクーバー市立） 

職員専用のトレーニングルーム 
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実例 

カリフォルニア大学バークレー校（中央図書館） 
　　古典的記念碑的な建築：書庫の狭隘化とハイブリッド化が大きな課題） 

新館建設計画はこの広場が消えると反対され地下図書館で合意 
新館はトップライトのみ地上に顔を出す 

平面図 
中央通路から北側（上）が開架式の書庫、 

南側（下）は開架閲覧室（座席と書架間隔の広い書架群） 

中央通路（右：書庫，左：閲覧座席＋書架） 
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書庫部分（手動式集密書架） 

座席部分（2階には研究用個室なども） 

閲覧座席（使い終わった図書は机の上に置いて帰る：配架の乱れ対策） 

デスクランプに情報コンセントを組み込む 
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旧館の内部（パソコンの提供も） 

ドイツ国立図書館フランクフルト館 
ドイッチェ・ビブリオテーク 
・フランクフルト・アム・マイン 

ドイツ国立図書館のディジタル情報発信センター館 

　開　　館　：1996年 
　蔵書収容力：1,800万冊 
　延床面積　：57,000㎡（地下4階，地上5階） 
　主要スペース 
　　　　開架閲覧室　：  3,200㎡ 
　　　　事務スペース：  5,000㎡ 
　　　　書　　庫　　：30,000㎡   
     　　　車　　庫　　：10,000㎡（将来は書庫に改造） 
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ハズレブ市立図書館（デンマーク） デンマーク） 

多摩美術大学図書館（設計：伊東豊雄建築設計事務所） 
　　　　延床面積：5,640㎡ 
　　　　開　　館：2007年4月　　
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デルフト工科大学図書館 

開館：1998年 
延床面積：15,000㎡ 
設計者　：Mecanoo Architects 
蔵書収容力：約100万冊 

　　　　　　 （開架は45万冊） 
　　　　　　　雑誌約3,000タイトル 
　　　　　半地下：書庫、事務室ほか 
　　　　　1　階：開架室ほか 
　　　　　2～5階：静粛読書室
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神田外語大学図書館（7号館） 

本の壁（高さ11ｍ，幅50ｍ：４万冊） 左の鉄骨階段で上る（書架は両面使用型） 

工科大学なので雑誌が中心（3千タイトル以上） 
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ヨーロッパでは手動式がほとんど 円錐の中の閲覧席ヘ上る 

「静粛読書席」，会話・飲食禁止 

国際教養大学図書館（秋田） 

設計：仙田 満 + 環境デザイン 
　延床面積：4,054㎡ 
　開　館：2008年4月 
　図書収容力：開架8万冊、閉架5万 
　座席数：300席 
　24時間開館（夜間は警備員の巡回のみ） 
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コトブス工科大学図書館 
• 旧東ドイツ地区、1991年創設の大学 
                 （教員：130人、学生6,400人、4学科） 
• 市民にも開放している（住宅地と大学キャンパスの境界に目立つ建物） 
• 開館：2005年 
• 図書館ではなく、Information Communication Media-Center  
• 設計者：Herzog & Meuron 
• 延べ床面積：7,630㎡（地下1階、地上7階） 
• 蔵書収容力：開架：45万冊、閉架：35万冊（保存する図書はない） 
• 建設費：建築：約30億円、家具：2億円、土地造成：2億円 
• 職員数：60名 
• 年間予算：300万ユーロ（内資料費8,000ユーロ） 
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ドレスデン工科大学図書館（SLUB） 
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200席の中央大閲覧室 

フンボルト大学 
「グリム兄弟センター」 
人文系新中央図書館 

ワイマール市立図書館でも 
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ベルリン自由大学 
文献学図書館 

• 設計：ノーマン・フォスター（英国人） 
• 開館：2005年 
• 　　：2006年「ベルリン建築賞」受賞（2年に1度選定） 
• 内容：80万冊収蔵可能 
• 　　　640座席 
• 　　：11の研究所とその附属図書館

シアトル市立図書館 

　開　館：2004年5月 
　延床面積：38,276㎡ 
　設計：OMA　レム・コールハース 
　資料数　　：100万点 
　世界で最も新しい「ふしぎな」図書館 
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3階リビング・ルーム見下ろし 

5階：パソコンフロア 

4階（集会室の階）：壁も床も真紅 

6階から9階：斜路になっている開架書架スペース 
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既存施設の転用 

• 施設要求が新築に向かうか、既存施設の転用で 
　 充たされるかは選択的 
　  09年度の日本図書館協会建築賞は2館とも、既存施設の   
      転用・改修：大谷大学図書館 

［留意点］ 
• 耐震性能 ：1981年完成以前の建物は耐震診断の要あり 

• 床荷重能力 ： 教室・事務室の床は300Kg／㎡程度 
　　　　　　　　　　　開架書架スペースで500Kg／㎡ 
　　　　　　　　　　　集密書架は1.2t／㎡ 

県議会議場棟を転用：茨城県立図書館 

館内 議員控室を閲覧室に 

旧議場を閲覧室に 段差の解消 
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１１ 図書館と法 

 

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科准教授 

 石井  夏生利  

 
講義概要 
本講義では、図書館をめぐる様々な法制度及び法的問題について講義を行う。図書館は、文化

と学術の拠点となる社会的機関であり、教育・研究活動を支える重要な存在である。また、貴重

資料の蓄積保存を行うという役割も担っている。こうした図書館における情報の取扱いは、「知る

権利」、学問の自由、教育を受ける権利(学習権)、参政権といった憲法上の諸権利や、著作権、プ

ライバシー権や個人情報保護法など、実に多岐にわたる法制度と関連することから、図書館業務

に従事する際には、いかなる法的問題が存在するかを認識し、その解決策を考えることが肝要で

ある。あわせて、図書館サービスを提供することに伴う各種トラブルへの対処法も理解しておく

必要がある。 
そして、最近では、情報技術の発展に伴って電子ジャーナルが普及するなど、図書館サービス

も多様化・効率化している。しかし、かかるサービスを提供するにあたっては、法令に基づくこ

とが求められるものの、必ずしも法的解釈が明確ではない点も存在する。また、大学では研究成

果を電子化・ネットワーク化して利活用しようとする動きなども見られるが、そうした最近のト

ピックについても、法的論点を把握することが望ましい。 
さらには、情報技術の発展によって、図書館に存在する法情報をいかに効率的に活用するかと

いう観点にも注目が集まっている。法情報の収集・利用については「リーガル・リサーチ(法情報

学)」という領域があり、特に実務家の間では必須の知識となっている。 
「図書館と法」では、これらの種々の視点を踏まえながら、次の構成にて講義を進めることと

する。 
 
講義の構成 
1 日本の図書館と図書館法 
国立国会図書館、公共図書館、大学図書館、学校図書館、専門図書館等について、それぞれの

設置根拠となる図書館関連法制についての概要を取り上げる。 
 
2 図書館で取り扱う情報と法・権利 

(1) 図書館で取り扱う各種資料と図書館サービスの法的性質 
(2) 「知る権利」、学問の自由、教育を受ける権利(学習権)、参政権等 
(3) 著作権法 
(4) プライバシー権、個人情報保護法 
(5) その他 
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(1)では、図書館で取り扱う各種資料及び図書館サービスの法的性質を解説する。(2)～(5)では、

憲法上の「知る権利」、学問の自由、教育を受ける権利(学習権)、参政権のほか、著作権法、プラ

イバシー権、個人情報保護法など、図書館で取り扱う情報に関係する権利や法制度について、そ

の概要を説明する。 
 
3 図書館をめぐる法的問題 
(1) 図書館サービスと憲法上の諸権利 
図書館は、多様な社会的、政治的、経済的、文化的資料を広汎に収集し、利用者の利用に供す

ることにより、国民の「知る権利」、学問の自由、教育を受ける権利(学習権)、参政権等に奉仕す

る機関である。一方で、地方公共団体が条例に基づいて指定する青少年有害図書(又は不健全図書)、
少年事件を報道した雑誌、差別用語の含まれた図書の取扱いなどについて、対象者を保護する趣

旨で閲覧や貸出を制限すれば、上記諸権利を侵害するといった問題が生じる。そこで、実際の裁

判例などを取り上げつつ、双方の対立利益をどのように調整すべきかについて検討する。 
 
(2) 図書館サービスに伴うトラブル 
図書館サービスを提供する際には、資料の延滞、迷惑利用者、館内外での事故、複写機利用に

関する諍いなど、様々なトラブルが生じ得る。そこで、次のようなケースを取り上げて、各トラ

ブルへの対処法を検討する(鑓水三千男『図書館と法』(日本図書館協会、2009 年)189～275 頁よ

り)。 
・図書館資料の延滞に対する妥当な処置方法 
・図書館資料を汚損、破損、紛失した場合の賠償請求 
・図書館使用者が貸出登録をする場合の制限 
・迷惑利用者を退去させる法的根拠 
・特定の利用者に貸出を制限できる根拠 
・資料のリクエストを拒否できる根拠 
・館内外で事故が起きた時の賠償責任の範囲 
・図書館資料の貸出に伴って賠償を求められた場合の対処 
・子どもが怪我をして助けを求められた場合の対応 
・集会室の利用を特定の団体に制限する場合 
・複写機の利用に関するトラブル 
・資料貸出確認装置に関するトラブル 

 
(3) 著作権に関する個別問題 
図書館サービスで最も問題となるのは、著作権法に基づく対応である。これについては、例え

ば、次のような個別問題が存在する(著作権情報センター ケーススタディシリーズ第 3 集「図書

館と著作権」より http://www.cric.or.jp/qa/cs03/cs03.html)。 
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・どのような図書館でも権利者に無断で複写サービスができるか。 
・コイン式複写機を用いて複写サービスを行うことに問題はあるか。 
・著作権法第 30 条の「私的使用のための複製」の規定により、図書館内においてもコイン式複

写機で全文の複写ができるのか。 
・複写サービスができる「著作物の一部分」とはどの範囲か。 
・定期刊行物に関する「発行後相当期間」とはどの程度か。 
・自館にない資料について、利用者から複写請求があったので、資料を所蔵している他の図書館

に文献の複写依頼をすることはできるか。 
・ビデオソフトを図書館の外に貸し出してもよいか。音楽CD はどうか。 
・雑誌の付録についているCD-ROM を館外貸出してもよいか。 
・市立図書館での子供たちに対する朗読サービス、視覚障害者に対する録音物の提供は許される

か。 
・デジタルカメラや携帯を使って資料を撮影する利用者に対して、どのように対処したらよいか。 
・「図書館だより」に絵本や本の表紙を写真に撮り、毎月新着図書の紹介として載せ、また、その

図書館だよりをそのままホームページにも載せてもよいか。 
・大学図書館で「機関リポジトリ」を開設し、研究者の研究成果物を図書館のホームページに登

録し、世界に情報発信する際に、著作権的に留意すべきことは何か。 
・国立国会図書館の「納本制度」とは何か。所蔵資料の電子複製化に関する著作権法の改正内容

はどのようなものか。 
 
図書館と著作権をめぐる問題は上記にとどまらない。特に、学校その他の教育機関では、他人

の著作物を用いて教育活動を行いつつ、教員や学生も日々著作物を創作しており、その権利関係

は極めて複雑である。かかる観点を含めて個別問題について検討する。 
 
(4) 図書館資料と個人情報保護法 
個人情報保護法は、2003 年 5 月 23 日に、関連する 5 つの法律がまとめて制定された。その中

には、民間事業者に適用される「個人情報の保護に関する法律」、行政機関に適用される「行政機

関の保有する個人情報の保護に関する法律」、独立行政法人等に適用される「独立行政法人等の保

有する個人情報の保護に関する法律」がある。また、地方公共団体の設置する組織には、それぞ

れの個人情報保護条例が適用される。 
このように、個人情報保護法制については、設置母体ごとに適用法令を異にする点に 1 つの特

徴がある。図書館についても、そもそも個人情報保護法の適用されない図書館があるほか、適用

される場合であっても、当該設置母体に適用される法令が何であるかを確認した上で法令遵守に

取り組むことが求められる。 
また、図書館が扱う情報には、利用者情報、利用情報(記録)、個人情報関係資料、図書館職員

等の個人情報、書誌情報があり、それぞれに法令に則った取り扱いが求められるものの、個人情

報関係資料は、法令の適用対象外となる場合がある。この点を踏まえつつ、各種情報を取得、利
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用、提供、管理する過程で取るべき対策を整理し、解説する。あわせて、個人に関する情報の開

示等の求め(請求)を受けた場合における対応や、情報セキュリティの確保についても取り上げる。 
 
(5) その他 
図書館は、資料を公表する者と入手する者の間に立って、情報を媒介する役割を担っている。

しかし、その中には、プライバシー、名誉や著作権等を侵害する権利侵害情報、わいせつ情報や

違法品販売などの違法情報、暴力的表現や人を自殺に誘引するような有害情報の掲載された資料

も存在する可能性がある。そこで、かかる情報の取扱いに関し、各種図書館がいかなる責任を負

うかについて検討する。 
 
4 リーガル・リサーチ 
法曹実務家、研究者、学生等が法情報を入手しようとする際、図書館は、法情報サプライヤー

及び法情報リポジトリとしての役割を果たしている。インターネットにおける情報提供が拡大し

ている現代では、法情報と図書館の関係性も見直しが迫られている。ここでは、3 までの内容と

は異なり、法情報をいかに有効に入手し、利活用するかという観点から、図書館の果たすべき役

割について検討する。 
 
5 ネットワーク社会における最近の問題 
(1) 図書館業務とクラウド・コンピューティング 
クラウド・コンピューティングは、インターネットとそれに接続されているサーバ全体を、雲

(cloud)に例えて、インターネットを介してユーザーのコンピュータで利用しようとするものをい

う。これは、自前でシステムを構築する場合と比べると、導入、運用等の手間と時間を省くこと

ができる等、コスト面での利点を有する。一方で、接続障害が起きた時のリスクを丸抱えするこ

とや、サーバ所在地でのテロや通信傍受などのカントリーリスクをかぶらなければならないとい

った問題点が懸念されている。今後、図書館業務にクラウド・コンピューティングを用いる可能

性も考えられるが、その場合のリスクと取るべき対策を紹介する。 
 

(2) 図書館資料の電子化と情報発信 
最近では、大学研究者の研究成果物を図書館のホームページ等に掲載して公表する試みが見ら

れる。これに対しては、複製権と公衆送信権について、権利者からの許諾が必要となるが、特に

過去の成果物については大変な作業となる。あわせて、当該成果物の中に他者の著作物が転載さ

れている場合には、当該人物から許諾を得ているか、又は、引用の要件を正しく守っているかと

いった確認作業が必要となる。 
 
参考文献 
山本順一『電子時代の著作権』(勉誠出版、1999 年) 
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文化庁編著『著作権法入門』(文化庁、2009 年) 
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1

電子図書館マネジメント

筑波大学 宇陀則彦

自己紹介（宇陀則彦）

筑波大学 図書館情報メディア研究科 准教授

情報メディアシステム分野

知識情報・図書館学類（旧図書館情報専門学群）

 「データベース」「ディジタルライブラリ」「知識情報演習」

2

筑波大学附属図書館 研究開発室（平成17年度設置）

筑波大学電子図書館システムの設計 （仕様策定委員）

機関リポジトリ構築

情報リテラシー教育（「知の探検法」：図書館員も講師）

文部科学省 学術調査官

本日の講演の骨子

 ポータル型システム

 館の情報発信から情

 次世代OPACシステム

 館の情報と情報資源

２００６年システム 2010年システム

3

館 情報発信 情
報資源の提供へ

 リソースオーガナイザ

 Metalib, SFX, Refworks
を導入

 機関リポジトリ

 Rich but Complex

館 情報 情報資源
提供のバランス

 知識創造型図書館

 Metalib, SFXを部品に
した新規開発

 インタフェース重視

 Simple & Quick

筑波大学電子図書館システム4

２００６年システム（前システム）

5 6
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いくつかの知見(1)

 利用者はシステムの利用イメージをもっている。

 実際のデザインと利用者のイメージが一致しない。

 その結果、求める情報資源を見つけられない。

 利用者は図書館がOPAC以上の機能を提供すると思って

7

利用者は図書館がO C以上の機能を提供すると思って
いない。

 高機能が目の前にあっても認識しない。

 その結果、OPACしか使わない。

 利用者は新しいインタフェースを覚えることを嫌う。

 新しい機能は往々にして複雑である。

 その結果、高機能だとわかっていても使わない。

いくつかの知見(2)

 利用者は日ごろ使い慣れているページを出発点と
する。

多くの利用者が出発点として好むのはGoogle
その結果 図書館ポータルは出発点にならない

8

その結果、図書館ポータルは出発点にならない。

 情報資源へのアクセスパスは多様である。

ユーザパスとシステムパスが一致しない。

その結果、使いにくいシステムと感じる。

いくつかの知見(3)

 利用者は検索レスポンスに対して敏感であり、
往々にして最優先事項となる。

検索レスポンスは累積時間として認識され、ひどく遅く
感じる。

9

その結果、遅いという理由だけで使わない。

 利用者はたかだか10程度の検索結果中に求める
情報があることを期待する。
検索結果が多いと、絞り込むことがいやになる。

その結果、機能自体が劣っていると思い込む。

 デザインを変更してクレームがおさまった。

2006年システムの反省と知見

 ポータルはもう古い。（完全否定ではない）

世間にはポータルだらけ。

大事なのは「玄関」じゃなくて「リビング」

 利用者のサービス認知は恐ろしく低い。

10

 利用者のサ ビス認知は恐ろしく低い。

 システムデザインがそれに応えられていない。

 ソフトウェアの寄せ集めだから。

 システムの限界がサービスの限界

筑波大学電子図書館システム11

２０１０年システム（現システム）

2010年システムの導入経緯(1)

 2006年3月：2006年システム稼働開始

 2006年9月：インタフェースをリニューアル

 2006年10月-2007年３月：充電期間

 2007年4月：2010年システムに向けて検討開始

12

 研究開発室のプロジェクトとして検討委員会を設置

 １年かけて議論し、企画書としてまとめる。

 企画書作成の目的は館内合意と今後の交渉資料

 2008年3月：企画書完成（6月にWeb公開）
 http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/RD/DL_plan.pdf
 来るべき執行部や財務との交渉準備はできた。

142　電子図書館マネジメント



企画書段階におけるコンセプト

 知識創造型図書館

図書館システムを使って学習し、知的生産を高める。

知識創造過程のうち、インプット部分（文献入手）だけ
でなく プロセス（思考）とアウトプット（論文執筆）部分

13

でなく、プロセス（思考）とアウトプット（論文執筆）部分、
お図書館がコミットする。

シンプル＆クイック（後述）

構成を自由に変えられる。

インタフェース独立

機能モジュールによる構成

2010年システムの導入経緯(2)

 2008年7月：情報環境機構からのヒアリング

電子図書館システム予算の算定（1%減×4年は前提）

前提金額以上減らされないようにする。

 2008年10月：利用者への聞き取り調査

14

 2008年10月：利用者への聞き取り調査

現行システムの知見のひとつ：利用者は多様である。

ジョージア工科大学の元図書館長マイヤー氏の言葉

 「図書館は利用者を忘れていた」-> 徹底的な利用者調査

 2008年11月：仕様策定委員会設置

いざ出陣（気分的には第３ラウンド：検討、ヒアリング）

2010システム

次世代OPAC
研究 講義

2010年システム

2006システム

学術情報ポータル

1. 文献への距離が遠い
検索を何度も繰り返す必要がある
到達までのクリック数が多い

1. 文献へ最短距離で到達

15

研究テーマ・講義
文献単位で管理

文献管理

ウィジェット型システム

学術情報ポ タル
情報資源への案内
EJ, DB単位で検索

機関リポジトリ
コンテンツの蓄積

2. 操作が複雑
インタフェースが悪い

3. 文献を入手して終わり
入手後のアフタケアーが不十分

2. 操作が簡単
シンプルなインタフェース

3. 文献管理

コンセプトの比較

2010システム

次世代OPAC
研究 講義

2006システム

学術情報ポータル ポータル（玄関）からリビングへ

快適な

16

研究テーマ・講義
文献単位で管理

文献管理

ウィジェット型システム

学術情報ポ タル
情報資源への案内
EJ, DB単位で検索

機関リポジトリ
コンテンツの蓄積

（玄関） リ

蓄積から利用へ

Rich but  Complex Simple and  Quick

次世代OPACの登場

 厳密な定義はない：「Webサービス技術を用い、
様々な付加価値をつけたOPAC」

 付加価値の例

 印刷媒体、電子媒体を一括検索

17

 一次情報（全文）へリンク（Google Book Search）
 表紙画像等の付加

 FRBR化（書誌レコードの機能的要件）

 絞り込み検索、適合度検索など多面的検索

 サジェスト、レコメンド機能、SNS対応、RSS対応

 洗練されたインタフェース

OPACをAmazon化する

次世代OPACの導入事例

 アイオワ州立大学、アイオワ大学(Primo)
 シカゴ大学 ”LENS”(Aqua Browser)
 リヴァプール大学(Summon)
 ニューヨーク州立大学(Encore)

18

ク州立大学( )
 プリマス州立大学(Scriblio)
 ジョージア公共図書館(Evergreen)
 筑波大学[実験](Vufind)
 導入事例リンク集

 http://dwsv.library.osaka-u.ac.jp/pitt_report/pitt200803ngc.html
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何が「次世代」なのか

 これまでOPACとは「所蔵している」「印刷体」の書
誌情報、所在情報を蓄積したものであった。

 図書が中心

 雑誌は冊子体単位（電子ジャーナルは論文単位で検索）

19

 eリソースはOPACで検索できない（ほとんどのOPAC)

 外部の情報資源は「所蔵」ではないので、OPACに
収録されない。

 しかし、利用の観点からは全て図書館“所蔵”の資
料に見える。

次世代OPACの選択

 予算があれば商用の次世代OPACを導入
ただし、海外製品。日本のベンダーは遅れている。

 予算がない場合
オープンソースの次世代OPACソフトを導入

20

 Vufind（日本語も使える）

 Next-L（業務システムの上に構築）

 選択：海外製品が国内ベンダーによる開発か？

 Serials SolutionsのSummon, Ex LibrisのPrimo
 SaaSの項目を仕様書に盛り込んだ。

今後図書館サービスのSaaS化が進む？

仕様書（設計フェーズ）

 次世代OPACソフトウェアを導入すると決まったの
はよいが、Simple & Quickを具体的にどう実現す
ればよいのか？

 多様な利用者の多様な要求に応えるにはどうす

21

 多様な利用者の多様な要求に応えるにはどうす
ればよいのか？

 インラインSFX 中間窓をスキップする。

 ウィジェット（ガジェット）の導入

導入作業（実装フェーズ）

 プロトタイプを構築しながら議論することに決定

通常、稼働日まで本当の姿はわからない。

仕様書とのイメージと違うことが往々にしてある。

本稼働の後に不具合を修正することは困難

22

本稼働の後に不具合を修正する とは困難

今回、実際に動くシステムをもとに議論できた（異例）

 次世代OPACのジレンマ

検索対象の設定

ユーザターゲッティングの問題

利用者の認知の問題

導入作業（実装フェーズ）

 インタフェースデザイン

図書館のコア・コンピタンス

インタフェースのメッセージ性を意識する。

おしゃれなデザインを言葉で説明するのは難しい。

23

おしゃれなデザインを言葉で説明するのは難しい。

カラーコーディネートをきちんととる。

 ユーザビリティ評価

専門の業者にプロトタイプのヒューリスティック評価

利用者評価（卒業研究）

24
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25 26

まとめ1

 2006年システムの反省を踏まえ、2010年システム
の設計→まずは知のインプット部分を最適化した。

 目指すものは、GoogleやAmazonなどのWebサービ
スに負けない図書館システム

27

に負けな 図書館シ テ

図書館のコア・コンピタンスを確立する。

 将来的には知のインプットからアウトプットまで網羅
する知識創造型図書館を目指す。

まとめ2

 2010年システムのキャッチフレーズはSimple&Quick
最短のアクションで文献に到達

 次世代OPACに期待。ただし、過信してはいけない。

 デザインの重要性

28

 デザインの重要性

インタフェースのメッセージ性

どういうサービスがあるのか一目でわかること。

それぞれのサービスが何をするものなのかわかること

カラーコーディネートをとること

操作をなるべく限定する。（一機能一操作が基本）

 利用者調査を継続して実施

参考文献1

 文部科学省委託研究 「今後の「大学像」の在り方
に関する調査研究（図書館）報告書」

 http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-
comm/spons report/future-library.pdf

29

comm/spons_report/future library.pdf

 宇陀則彦. 電子図書館の質的評価. 情報の科学と
技術. 2007, vol.57, no.8, p.390-395

 宇陀則彦. 見晴らしの良い場所からあるべきシス
テムを考える. 情報管理, 2008, Vol.51, No.3, 
p.163-173

参考文献2

 宇陀則彦. 筑波大学電子図書館システムの新しい
機能とデザイン. ディジタル図書館. 2010, no.38, 
p.31-34

 宇陀則彦  電子図書館システムの評価軸  2009年

30
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１３ 利用者の情報行動 

 

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科教授 

筑波大学附属図書館副館長 

逸村 裕 

1.利用者の情報行動の変容 

(1)社会の変化 

 

(2)情報技術の進展 

図書館における情報技術とは 

 

2.デジタルネイティブとデジタルイミグラント 

(1)デジタルネイティブ 

 A digital native is a person for whom digital technologies already existed when they 

were born, and hence has grown up with digital technology such as computers, the 

Internet, mobile phones and MP3s.  

 現在の学生は物心ついた時からインターネット、携帯電話、動画、電子情報源を用いた

環境にいる、いわゆるデジタルネイティブである。 

 

(2)デジタルイミグラント（移民） 

  A digital immigrant is an individual who grew up without digital technology and 

adopted it later.    

 対して、成長してから、デジタル技術に習熟したものをデジタルイミグラントと 

呼ぶことがある。 

 

 ブログ、SNS、動画共有サイトのようなソーシャル・メディアやクラウドコンピューティング

さらにTwitter、Ustreamと次々に現れる情報通信技術を使いこなす若者を世代論と結びつけて

多様な呼びが存在する。 

2000 年世代(millennials)、76 世代、86 世代、デジタルネイティブ第 1 世代/第 2 世代、ネ

オデジタルメィティブ…1) 

 

(3)デジタルネイティブの特性 

a.PCリテラシーは高い 

b.書くのにはPCが便利 

c.インターネット＝PCである 

d.ノートPCは画面が小さくて不便 

e.テレビを話題にしなくなった 

f.動画とは見るもの 

g.ニュースとは 

h.ウェブとは 

i.図書館とは 

 

3.学術コミュニケーションにおける情報行動の変容 

a.研究者 

b.電子ジャーナルのインパクト 
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c.若手研究者の情報行動は近未来を変える？ 

 

d.学術コミュニケーションにもたらされた新技術 

 研究でのソーシャルメディアの活用については，携帯端末やソーシャルネットワークに馴染

んだ「2000年世代」 が学術世界の様相を変えるという考えに対して。 

In all fields, many young scholars, and particularly graduate students, are especially leery of putting 

ideas and data out too soon for fear of theft and/or misinterpretation. Given these findings, we caution 

against assumptions that “millennials” will change the social landscape of scholarship by virtue of 

their facility with cell phones and social networking sites. There is ample evidence that, once initiated 

into the profession, newer scholars—be they graduate students, postdoctoral scholars, or assistant 

professors—adopt the behaviors, norms, and recommendations of their mentors in order to advance their 

careers. Of course, teenagers eventually develop into adults. Moreover, given the complex motivations 

involved in sharing scholarly work and the importance of peer review as a quality and noise filter, 

we think it premature to assume that Web 2.0 platforms geared toward early public exposure of research 

ideas or data are going to spread among scholars in the most competitive institutions. These platforms 

may, however, become populated with materials, such as protocols or primary data, that established 

scholars want to disseminate in some formal way but without undergoing unnecessary and lengthy peer 

review. It is also possible, based on our scan of a variety of “open peer-review” websites, that scholars 

in less competitive institutions (including internationally), who may experience more difficulty finding 

a high-stature publisher for their work, will embrace these publication outlets. 2) 

 

4.筑波大学情報学群知識情報・図書館学類での実験 

(1)学生動向3)-6) 

 簡便に！ 

 

a.教科「情報」 

  Word  Excel  Power point   HTML 

  情報倫理 著作権 ネット犯罪 

  プログラミング 

 

b.ウィキペディアについて 

 全員が知っている 

  知らないものを調べる 

  小説やドラマの設定を調べる 

 

c.Digital natives？ 

 携帯電話 全員が持っている 

 ブログ   ほぼ全員が知っている IDを持っているのは20% 

 mixi      ９割が知っている       IDを持っているのは30% 

 Twitter   ７割が知っている       IDを持っているのは15％  

 Facebook  15%が知っている        IDを持っているのは 1% 

 

 授業（ゼミ中）のTwitter使用 
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(2)ログ分析とアイトラッカーによる実験結果 

a.Google/Yahoo の使用 

b.PCと携帯の利用 

c.図書館での課題実験 

 図１-図４ 

 

5.図書館サービスはどう変わっていくのか？ 

(1)図書館サービスの在り方 

 

(2)OPACの在り方 

 

(3)教育学習に関わる 

 

(4)学生の意見を聴く 

 

(5)ラーニングコモンズ 

  Learning Commons will be a gateway to the full spectrum of information services, 

both print and electronic; a showplace for faculty innovation and for new information 

technology; a place on the campus for reflection and communication, and an inviting 

and inspiring space for reading, research, and learning. 9) 
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検索Google
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滞在時間(単位：秒)

実験開始時からの
経過時間(単位：秒)

          図１ 学生の情報探索行動の例 

 

 
図 2 Web ページの閲覧時の視線軌跡 

 

 
図 3 書架移動時の視線軌跡 
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(2)

A digital immigrant is an individual who grew
up without digital technology and adopted it
later.
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• In all fields, many young scholars, and particularly graduate students, are especially leery of putting
ideas and data out too soon for fear of theft and/or misinterpretation. Given these findings, we
caution against assumptions that “millennials” will change the social landscape of scholarship by
virtue of their facility with cell phones and social networking sites. There is ample evidence that,
once initiated into the profession, newer scholars—be they graduate students, postdoctoral
scholars, or assistant professors—adopt the behaviors, norms, and recommendations of their
mentors in order to advance their careers. Of course, teenagers eventually develop into adults.
Moreover, given the complex motivations involved in sharing scholarly work and the importance of
peer review as a quality and noise filter, we think it premature to assume that Web 2.0 platforms
geared toward early public exposure of research ideas or data are going to spread among scholars
in the most competitive institutions. These platforms may, however, become populated with
materials, such as protocols or primary data, that established scholars want to disseminate in some
formal way but without undergoing unnecessary and lengthy peer review. It is also possible, based
on our scan of a variety of “open peer review” websites, that scholars in less competitive
institutions (including internationally), who may experience more difficulty finding a high stature
publisher for their work, will embrace these publication outlets.
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(2) OPAC

OPAC
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(5)

Learning Commons will be a gateway to the
full spectrum of information services, both
print and electronic; a showplace for faculty
innovation and for new information
technology; a place on the campus for
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and inspiring space for reading, research, and
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１６ 大学図書館の学習支援 

 

同志社大学企画部企画室企画課長 

                                   井上 真琴  

 
１．教育から学習支援へ 

1.1 なぜ「学習支援」なのか 

 現在、日本の高等教育は「教育」から「学習支援」へとコンセプトの転換を迎えつつある。 
 インターネットの隆盛に象徴される高度情報化社会・知識基盤社会においては、伝統的な授業 
形式である「知識の伝授」よりも、学習者が自らの創造性を開発することを誘導する学習支援に 
焦点が当てられるようになってきた。 
大学行政管理学会初代会長を務めた孫福弘氏は既に15年前、2010年の高等教育界を予測して、

「教育すなわち学習の主役は学習者としての学生であり、教室での授業の役割は、主として学習

者の問題意識の喚起と指導助言機能、ならびに必要に応じた知的技法の付与におかれ、学習活動

の中心部分は、キャンパスや街などの空間で学習者の主体的行為として営まれる」と謳っていた。 
さらに「教員による良質の授業と同時に（中略）、学習者の主体的学習を効果的に支援する、

組織化され制度化されたさまざまな仕組み、仕掛けがなくてはならないものになる。そしてこの

過程では、従来の教育（授業）機能のある部分は、学習支援の装置の役割に移管されることにな

る」と喝破していた（下図参照）。 

 
                    『大学改革 2010 年への戦略』p.138 より転載 

 
ここでは、学習を促すものとして「教育（＝授業）」と「学習支援」の機能が対等な重要性を

もって「学習」機能を取り囲むという構図が成り立つ。学習者の創造性を開発する教育では、「授

業」も一種の学習支援に過ぎない。この認識構造が学習支援を考えるうえで重要な鍵となる。大

学職員が、そして大学図書館員が、学習支援に身を投ずる根拠はこの点にあるといってよい。 
何より、学生の学習こそが最優先の課題であり、教員は授業＝学習支援の材料提供、職員は学

習支援のサービス提供を通じて、ともに学習を支援する重要なパートナーの機能を共有し、協働

することが求められるのである。 
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1.2 新しい教育手法への注目 

 教育コンセプトの変容の背景には、高等教育のグルーバル化の波が横たわっていることを覚え

ておかねばならない。日本の高等教育も国際競争力に晒され、昨今では教育プログラムや卒業時

能力等の国際通用性を巡って、「教育の質保証」が声高に叫ばれている。 
 国際社会では、教育が「何を教えたか、何を伝えたか」よりも、学生自身が教育プログラムを

通じて「何を学び、何ができるようになったか」が問われる。つまり、学習成果：Learning 
Outcomes の重視である。そのためには新たな教育手法の開発と導入が不可避になってくる。 
またこの事項に連動して、「単位の実質化」に向けていかに学生の教室外学習を担保するかも、

日本の高等教育界では最大級の課題として認識されている。こうした課題群への対応は、学習支

援の高度化と仕掛けの確立なくして全く語りえないはずである。 
 中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）」（2008.12）においても、「学生の主体

的・能動的な学びを引き出す教授法を重視し、例えば、学生参加型授業、協調・協同学習、課題

解決・探求学習などを取り入れる」ことが提言されている。教育が「知識の伝達」から「知識の

創出・自主的学習」へと向かう潮流はここにも明白に現れている。 
とはいえ、主体的・能動的な学びを引き出す教育手法は容易に普及するものではない。 
アクティブ・ラーニング、PBL（Project/Problem Based Learning）、TBL（Team Based 

Learning）といった新たな教育手法を実践するには、授業の設計・運営・評価の面で教員側にも

相当な力量と負担を強いるし、教育プログラムの運営に携わる職員の支援能力や教学マネジメン

トの力量が問われることになる。 
大学教員の教育力の組織的向上を目指すＦＤ研修プログラムでは、この種の授業を担当するた

めの職能開発コースが準備され、教室外学習を誘発する指導、学生への課題の出し方や学生に「勉

強させる」方法論も検討課題となっているが、これらは図書館の学習支援なしには実効性を持た

ないであろう。いまこそ積極的に大学図書館が教育改善や学習改善に貢献できること、学習支援

で可能なことを積極的に主張すべき時であり、私たちはまたとない好機を迎えているのである。 
 
1.３ 学習支援サービスに向けて大学図書館員が学ぶべきこと 

 大学図書館はこの潮流に乗り、大胆な組織の再編と新しい学習支援サービス機能の開発を急が

ねばならない。これには学習支援サービスは既に十分実施しているとの反論があるかもしれない

が、従来の情報リテラシー教育であれば、ガイダンス・講習会の実施、パスファインダー作成等

に留まり、教員の授業補助にすぎないものが多く、学習支援の主役に躍り出るものではない。 
大学図書館員は自学の教育内容やカリキュラムを分析し自問自答するなかで、従来の授業支援

的なプログラムに加えて、学習者の学習プロセス全般に亘って直接アドバイスを行い、教室内外

の学習支援を強化するサービス体制を構築することを目標としなければならないのである。 
 ここで大切なのは、大学図書館員も教員と同様「人はどう学ぶのか」という学習理論、学習の

メカニズムの基礎知識を体得する必要があることである。欧米におけるＦＤ推進の現場を見ると、

教育力改善（＝学習支援力改善）には「図書館員を巻き込むべき」との意見が頻繁に発せられる。

また大学図書館界が唱導してきたラーニング・コモンズに関しても、ＦＤ関係者、高等教育研究
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者から熱い視線が注がれているが、大学図書館が情報リテラシー教育を主軸とする学習支援サー

ビスを考えていく以上、大学での教授法・教育手法のノウハウを取り入れ、学びを促す教え方と

その具体的な実施手法を身につけることは教員同様に必要であり、協働する接点となるであろう。 
 
２．学習支援とラーニング・コモンズ 

2.1 学びを誘発する“仕掛け”空間 

 大学図書館界に膾炙した観のあるラーニング・コモンズは、「知識が伝えられるだけの場」では

なく、学習者間や物理的な空間、教育ツール（用具）等との相互作用を通じて、「知識を再構成し

創造する場」を大学図書館が提供し運営することを狙いとする。ラーニング・コモンズは、何か

を学ぶだけでなく、目標に到達するにはどのように学べばよいかを（他者と協調して）学ぶ「メ

タレベルの学び」を体得する場、学習プロセス・学習マネジメントといった「学びの身体技法」

を獲得する学習環境でもある。具体的な展開事例・構成要素等は参考文献を参照してほしい。 
さてここで留意すべきは、欧米のラーニング・コモンズは、実践の共同体理論、状況論的学習

理論等のコンセプトが体現されている空間であるということである。 
ラーニング・コモンズの空間に一歩足を踏み入れると、グループワークを行う学生の様子が見

て取れる。グループ学習室はガラス張りが多いが、透明でオープンな空間の利点はなにか。それ

は学び方が「見える化」され、相互に触発される仕組みになっていることである。あるグループ

はコンセプトマップを白板に書いて、解決に向けて議論を行っている。またあるグループは、ブ

レインストーミング作業でひとつずつ問題を付箋紙に書きあげ、机の上に並べて分類作業をして

いる。また、あるグループは、何やらグラフかマトリクスをディスプレイに映し出して相談して

いる。別の場所では、学生対象のワークショップが開催中で、通りがかりの学生が興味をもって

何をしているのかとワークショップに吸い寄せられていく……。 
それらを見て、「なるほど、あのように分析するのか」、「グラフを作ればプレゼンテーション

が効果的だな」、「作業計画をマトリクスにするのか」「今度、あのワークショップに参加したいな」

と自然に目を凝らす。館内空間で展開される議論や作業が映し出す風景は、作業手順や学習の仕

方を盗むよう促す。利用者相互の教育的な「気づきの場」であり、創造を生み出す「空間の仕掛

け」「学習のアトリエ空間」となっているのである。 
学生やグループの活動が、リサーチの方法や作業プロセスが、相互に「見える化」され、学生

同士、教員と学生との双方向の反応が共有できれば創造活動に繋がっていく。決定的なのは、こ

の空間に「思考過程の可視化と共有」が生まれていることなのである。 
この空間はまた、情報リテラシーを育む空間でもある。授業で紹介される参考ツールやデータ

ベースという「道具」はすぐに使いこなせるものではない。レポートの執筆やゼミ発表の準備を

行うプロセスのなかで検索を行ってこそ、使いこなす実践知を得られる。リサーチの現場でしか、

プロセスの渦中でしか学べない知識がある。講義で教えられる学術知や専門知は、図書館による

人的支援（レファレンスや機器操作指導）を受けながら、具体的な学びの文脈のなかで実践知に

変換されるのである。 
これに対して、日本国内で先行してラーニング・コモンズを開設した大学の中には、教育と学
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習環境に関する認識不足により運営の停滞を招いているところもある。「箱」は作った、だがどの

ように運営すれば効果的な学習成果が期待できるのか。この検討が後追いになっている大学が多

い。学生会館のおしゃべりの場所、飲み食い空間を図書館内に移設しただけで、「コモンズ（集合

場所）は存在する。しかしラーニング（学び）はない」との呈をなすところもあろう。ともすれ

ば、デザイン性豊かなデスクを配したグループ学習室、お洒落なカフェの併設等が話題になるが、

その段階からは離陸し、学習効果を生み出す仕掛け空間として論じられるようにしたい。新奇な

空間デザインを案出すればよいのではなく、教授法理論や学習理論の裏づけをもって設計・運営

されることが望まれる。日本のラーニング・コモンズはこれから正念場を迎えるのである。 
 

2.2 運営に求められる力とは何か 

さてラーニング・コモンズは、そこに学習支援の人的サポートがうまく機能して、またＦＤの

実践があってはじめて効果のある教育改善・学習支援ができる場である。当然、人的サポートを

担当するスタッフには、「人はどのように学ぶのか」を学ぶことが求められる。英国の大学のＦＤ

委員長が繰り返し説くのは、「学生の学び方を理解してはじめて、教育方法を議論できる」という

ことである。つまり学習理論を知れば、どのような課題の出し方をすれば教育効果があがるのか、

理解度を増す説明とは何か、よい学習成果を導く学習支援の方法がわかると言う。 
実際に私が学びのアトリエ空間と感じたものは、「認知的徒弟制」という学習理論で説明され

る。事実を学習する学校教育と違って、職人の親方と弟子たちが教え学び合うプロセス、技を盗

むプロセスをモデルにした学習理論である。知識という道具を、実際の問題解決の場で使う親方

や先輩の「考え方」（認知）を学ぶ点に焦点を当てた理論であり、問題解決の現場にいると実感を

伴って理解できる。 
また、プロの能力は「行為の中の省察」で磨かれると主張する「省察的実践」理論。情報リテ

ラシー教育のプログラム開発に、「調べながら考え、考えながら調べる行為」とする視点を持ち込

む重要性を教えてくれる。探索のさなかに「振り返り（リフレクション）」の習慣を身につければ、

より文脈と状況に適った情報探索スキルの向上に繋がる。 
単なる物理空間とお仕着せの学習支援サービスがあれば、ラーニング・コモンズが成り立つわ

けではない。学習支援を図書館が担いたいなら、無自覚な運営に陥りたくないなら、さらに教員

と対等に議論したいのなら、学習理論に意識的になって運営を考えていく必要がある。 
 ＩＣＴ時代における大学生の学習活動を、各大学のおかれた教育コンテクストや学習環境に応

じて最適に学習支援する場がラーニング・コモンズである。だが新たに建設しなければできない

という空間ではない。いまある空間をそのように変える智恵が大切で、ラーニング・コモンズ（に

なり得る）空間は遍在し、実は図書館スタッフの頭の中にこそ存在するといってよいであろう。 
 
３．学習支援としての情報リテラシー教育 

大学図書館での情報リテラシー教育の実践は着実に蓄積されてきている。筑波大学編『今後の

「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書 : 教育と情報の基盤としての図書館』

（2007）の詳細な統計をみれば、大学の規模別・性格別に多彩な実施状況をうかがえ、既に大学
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図書館における情報リテラシー教育の定着は明らかである。 
とはいえ、まだまだ図書館ガイダンス、データベース検索講習会等のメニューを揃え、とにか

く実践を積み重ねている段階に留まっており、学習効果や目標達成評価を測ることや、情報リテ

ラシー教育プログラムそのものの質やデザインを問うまでには至っていないところが多いのでは

ないだろうか。広報を工夫し、参加者を集め、日本図書館協会の「図書館利用教育ガイドライン」

を参照しながら試行錯誤を重ね、実績を積み上げている段階といえよう。 
『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』（2006 年）による評価は、「現時点で、多く

の大学で行われている（図書館の）情報リテラシー教育は教養教育及び各専門分野における教育

との連携が不十分であり、効果が限定的である」としている。この指摘の背景には、利用者の学

習方法の理解や教員の教育手法との接合の脆弱さがあり、図書館が「個別に」「単発に」開催する

“局地戦”としての情報リテラシー教育であるとの認識が横たわっているように思えてならない。 
今後「組織的に」「計画的に」「体系的に」、教授法や学生の学習方法と密接にリンクした情報リテ

ラシー教育プログラムを実施するには、私たちは多くの学習要素を学ばねばならないのである。 
 

3.1 利用者の学習傾向と全プロセスに亘る支援 

繰り返しになるが、まず利用者の学び方、学習傾向の理解と把握がなければならない。米国で

は、ディジタルネイティブ世代の学生の学習行動傾向を、①相互に、双方向に学びあうこと（協

調学習）を好む、②技術や道具を援用する、③インターネット、特にウェブ 2.0 と呼ばれる技術

を活用する、④時間に制約されず好きなときに学びたがる、⑤読むよりも、実際に体験し実践し

ながら学ぶことを好む、⑥自分に関連する興味深いことから学ぶ傾向にあり、⑦試みた努力に対

して早く、頻繁に効果が現れるような学習方法を望み、⑧キャリア形成に役立つことを念頭にし

ていると分析し、それを前提に教育手法や学習支援の方法を検討している。彼我の情報環境・教

育環境は異なるが、日本の学生の学習行動を注意深く観察しながら、表面的な学生のディマンド

ではなく、学習ニーズの本質をよみ取ったプログラムを考案する必要がある。 
インターネット情報源が遍在し、利用者が容易に情報源を発見できる環境下では、情報源の紹

介から多様な情報源を総合的に活用し利用者の問題解決を支援する、踏み込んだ情報リテラシー

教育へと移行せざるを得ない。利用者の学習の全プロセスを通じて、情報を読み解き、知識を創

造する能力を涵養できるメタレベルのプログラム内容にするには、学習者の理解が最初になる。 
 

3.2 ＦＤとの接点 

さらにＦＤとの接点も忘れてはならない。ＮＩＩ主催「学術情報リテラシー教育担当者研修会」

の研修プログラムには、教員のＦＤ研修で解説されている学習理論・教授法を紹介するコマが含

まれるカリキュラム編成になり、講師の顔ぶれには、ＦＤ開発センターや教育開発センターの教

員が並んでいる。ワークショップのコースデザインや実施方法、協調学習の理論やフレームを情

報リテラシー教育に応用できるようになるには、従来の図書館の枠からはみ出した領域まで学ぶ

必要がある。 
これまでの大学図書館員の多くは学習理論や教授法に疎く暗い。この状況下で、学習支援の名
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のもとに情報リテラシーを「教える」のは無謀でもある。ＦＤ活動との協力体制を築くマネジメ

ント能力、リエゾン能力を開発し、協同するなかから質の高い情報リテラシー教育プログラムを

提示していく努力を続けていかねばならない。 
従来の大学図書館での実践例を蓄積しつつ、情報源紹介・操作法解説から脱皮し、現在は教育

プログラムや学習支援と連携したアプローチへと離陸すべき時期に差しかかっている。「知識の蓄

積」よりも、「知識を使う」能力を重視する高等教育が展開されるなかで、どのような情報リテラ

シー教育が有効なのか。大学図書館の永遠の、しかし喫緊の課題なのである。 
 
《参考文献》 
・孫福弘. “大学運営のリエンジニアリング．”大学改革 2010 年への戦略．ＰＨＰ研究所，1996，

p. 127-153. 
・中央教育審議会．“学士課程教育の構築に向けて（答申）．” 文部科学省．2008-12-24. 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1217067.htm ， （ 参 照 
2010-5-10）. 

・米澤誠. 研究文献レビュー 学習・教育基盤としての図書館動向レビュー．カレントアウェア

ネス．2008, no.296, p.26-28． 
・美馬のゆり, 山内祐平．「未来の学び」をデザインする：空間・活動・共同体．東京大学出版会．

2005，233p. 
・山内祐平編．学びの空間が大学を変える：ラーニングスタジオ／ラーニングコモンズ／コミュ 
ニケーションスペースの展開．ボイックス（株）．2010, p.186.  

・米澤誠．動向レビュー インフォメーション・コモンズからラーニング・コモンズへ:大学図書

館におけるネット世代の学習支援、カレントアウェアネス. 2006, no.289, p.9-12. 
・McMullen, S. US Academic Libraries : Today’s Learning Commons Model.  

OECD. 2008．http://www.oecd.org/dataoecd/24/56/40051347.pdf（参照 2010.5.28） 
・特集, ラーニング・コモンズ. 名古屋大学附属図書館研究年報．2008, no.7. 70p 
・井上真琴. 特集，学習環境としての大学図書館：「学びのマネジメント」を支援する．IDE. 

2009, no.510, p.11-15. 
・井上真琴. FD 活動との接点から図書館を視る：ラーニング・コモンズを例に. Maruzen Library 

News, 2009, no.7/8, p.12-13 
・筑波大学編. 今後の「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書 : 教育と情報の基 
盤としての図書館. 2007, p.113-122.  
http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-comm/pdf/future-library.pdf． (参照 2010-05-20). 

・Oblinger, D．Boomers, Gen-Xers, and Millennials: Understanding the "New Students.", 
EDUCAUSE Review, 2003, vol.38, no4, p36-45 . 

・野末俊比古．研究文献レビュー 情報リテラシー教育：図書館・図書館情報学を取り巻く研究

動向．カレントアウェアネス．2009, no.302, p.18-24 

大学図書館の学習支援　187



2010 p.138

L Outcomes

18

2008 12 24

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1217067.htm

2005 2 1

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05013101/010.htm

1998 10 26

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/12/daigaku/toushin/981002.htm

188　大学図書館の学習支援



Credit
,

http://www.niad.ac.jp/n_shuppan/package/no9_21_niadue_glossary_2009.pdf

,

, , ,
, ,

Problem/Project Based Learning
, ,

, , ,

,
,

, , ,
,

, ,
, ,

,
,

“ ”

Flexibility :
, ,

Comfort

(Sensory Stimulation)
,

, ,

Technology & Skill Support
PC , , ,

Decenteredness

大学図書館の学習支援　189



14

PC

PC

IT

15

PC

IT

PC

IT :
, ,

,
, ,

,

,
,

PBL, Active Learning

, -------------------------------------------------------------
, ,

, , , PC, 
, , café

ICT
Web
e
CMS, VLE

Soft wear, Application
SNS

Student Development Center
Educational Development(FD) Center
Staff 

, ,
Faculty Developer

ICT
,

FD

,
PPT, Excel

,
,

190　大学図書館の学習支援



73.4

-1) 
-2) 
-3) “ ”

-1) 
-2) 

-3) 

2007.3

E-learning

6

19

CMS ”moodle”
KITIE,PATH

( 19

,

,

2005.2.15

2006.3
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/06041015/011.htm

How do students learn?
Learn “how to learn”)

,

,

2010

32

2000

2001 + DB

2006

2007

2007/12/3 

大学図書館の学習支援　191



PBL
,

,

192　大学図書館の学習支援



 

１７ 博報堂のマーケティング・コミュニケーション戦略 
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�一� 

 

「自分ごと」 
 

人に�出しても、人を��しようとしても、 

それが相手にとって「他人ごと」だと人は動かない。 

 

 

 

■はじめに 

 

私たち人間は、自分たちの欲しい情報がいつでもどこでも流通している未来を、ずっと求めて

きたのではないだろうか。近代にマス・メディアが生まれ知識や情報の伝達が進み、冷戦後のイ

ンターネットによりソーシャルなネットワークが創出し、いよいよその夢が近づいているように

もみえる。しかし人々は、それらの恩恵を大いに活用しながらも、湧き上がってくる玉石混交の

情報に対して過敏になり、翻弄され疎外され、あるいは食傷し無視してしまうこともある。この

混沌とした現実に対し、マーケティング、メディア、コンテンツ、テクノロジー、ワークスタイ

ル、人間関係、そして社会は、一体どのように関わっていけばよいのだろうか。 

そこで、新しい言葉を導入してみる。さまざまな情報が人間の意識や行動に及ぼす「効果・影

響」を比較対照できるように、「他人ごと」の反対として、自分と関わりのある状態を示す「自分

ごと」という言葉を、あえて持ち出してみる。この言葉によって紐解かれるコミュニケーション

論をご案内しよう。 

 

■人の世で、人を動かすのは難しい 

 

「智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば窮屈だ。兎角に人の世は住みにく

い。」 

 

漱石「草枕」の名文には、人間だれしも日常生活で思い当たる節があるだろう。実際、自分か

らみた相手や他人という存在は、なかなか思うようにならないものである。たとえば… 

 

・親からみた子供 

・嫁からみた姑 

・夫からみた妻 

・彼女からみた彼 
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・先生からみた学生 

・上司からみた部下 

・社長からみた社員 

・政治家からみた有権者 

・放送局からみた視聴者 

・新聞社や出版社からみた読者 

・店からみた客 

・ウェブ管理人からみたウェブ来訪者 

・公共サービス提供者からみた利用者 

そして一般に、 

・企業からみた生活者（＝まるごと人間） 

 

何度も言いきかせたのに…、あのとき伝えたはず…、よかれと思ってやったのに…など。だか

らといって、住みにくい人の世から離れて引きこもるわけにはいかない。人間とは「人の間」と

書く。人と人との関係にこそ、人は存在する。漱石は先ほどの文に続けて「芸術論」へ進むのだ

が、私たちは人と人との「コミュニケーション論」に向かう。「一体どうすれば人は動き、人の世

は住みやすくなるのか」である。 

 

人を動かす天才だった戦国武将。彼らの性格の違いを詠んだ川柳「鳴かぬなら…」に登場する

ホトトギスを、なかなか動いてくれない「人」に置きかえてみる。物騒な信長は別にして、「意欲」

重視の秀吉流「鳴かせてみせよう…」がいいのか？ それとも「忍耐」重視の家康流「鳴くまで

待とう…」がいいのか？ 議論の分かれるところであろう。そしてもうひとつ。次もよく知られ

ているようである。 

「やってみせ言って聞かせてさせてみて誉めてやらねば人は動かじ」 

こちらは、意欲と忍耐を総合して、初心を貫き通す覚悟と映る。自分の力で人を動かすことは、

まさに猛烈な大事業だった。 

 

■相手の視点で、見て行う 

 

さて、１９３７年に出版されたデール・カーネギー著「人を動かす」をご存知だろうか。今な

お読み継がれている世界的ロングセラーである。ここで示されている「人を動かす」極意は次の

とおり。 

 

誰かに自分が望むことをさせるには、状況をいちど自分以外の視点に立って観察し、「他人の中

に強い欲望を喚起させる」ことで可能になる。 

 

これを次のように考えてみる。 
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あなた自身の立場から離れて相手まで視点を動かし、その生活者（＝まるごと人間）にとって

の「自分の視点」で、見て行う。 

 

こうすると、相手とあなた自身を取り巻く人の世を、住みやすくできる可能性がでてくる。前

出のたとえにあてはめると…。 

 

・親が子の視点で、見て行う。 

・嫁が姑の視点で、見て行う。 

・夫が妻の視点で、見て行う。 

・彼女が彼の視点で、見て行う。 

・先生が学生の視点で、見て行う。 

・上司が部下の視点で、見て行う。 

・社長が社員の視点で、見て行う。 

・政治家が有権者の視点で、見て行う。 

・放送局が視聴者の視点で、見て行う。 

・新聞社や出版社が読者の視点で、見て行う。 

・店が客の視点で、見て行う。 

・ウェブ管理人がウェブ来訪者の視点で、見て行う。 

・公共サービス提供者が利用者の視点で、見て行う。 

そして一般に、 

・企業が生活者（＝まるごと人間）の視点で、見て行う。 

 

とはいえ、これらを頭ではわかっているつもりでも、実際には「相手のことはわからないし…」

「つい相手より自分の立場を優先してしまい…」「建前ではそうなのだが…」となってしまうかも

しれない。だがしかし、ここにきて、企業と生活者には次のような環境変化が到来しているので

ある。 

 

■情報が「スルー」される時代のコミュニケーション 

 

インターネットが社会に浸透し、マーケティング、メディア、コンテンツ、テクノロジー、そ

して、コミュニケーション、ワークスタイル、人間関係、社会生活までが、予想をはるかに超え

て変化を続けている。いまや生活者は、実質的に情報の選別・活用・受発信などの主導権を握る

ようになった。（当の本人は、主導していることに無意識の場合もあるのだが…） 

これと同時に、今後もますます世界の情報量は拡張していく。だからといって、必要なすべて

の知識・情報を整理してもち歩くのは不可能である。むしろ余計なものごとが災いして、日常生

活での身軽さや判断力、さらには幸福感も失われてしまうだろう。単なる知識・情報を増やして
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も収穫逓減なのだ。 

かくして私たち生活者は、情報を雲（クラウド）の向こうに放ったりしながら、そのほとんど

を実にみごとに「スルー」して暮らしている。スルーしても、何とかなるし、へっちゃらなので

ある。（これもまた、当の本人は、スルーしていることに無意識な場合もあるのだが…） 

ここで、企業にとって新たな課題が生まれてきた。もはや、「企業 ｔｏ 生活者」というタテに

押しつける一方通行だけではスルーされて効果が薄い（注：この場合の生活者とは、消費者とい

う限定した意味合いが強い）。となると「企業が生活者（＝まるごと人間）の視点で、見て行う」

必要性が、いよいよ現実味を帯びて来るのだ。 

したがって、生活者が関心を抱いて参加・体験できるよう、「企業 ｗｉｔｈ 生活者」というヨ

コ対等な交際関係を目指すことになる（注：この場合の生活者とは、まるごと人間という本来の

意味になる）。あたかも企業と生活者が人と人の間柄であるような関係をつくる。この発想の転換

を私たちは、「ｔｏ Ｃ から ｗｉｔｈ Ｃ へ」と呼んでいる。（注 Ｃ＝Consumer＝生活者とほぼ

同義） 

たとえると、企業のコミュニケーションとは、企業から生活者へ送りつける「ラブレター・シ

ステム」ではなく、企業と生活者の二人による「交際プロセス」なのである。このとき生活者は、

もはや「広告の鑑賞者」ではなく、「情報体験のユーザー」になっているという認識が重要である。 

 

■「自分ごと」によって、成（な）す 

 

つまり、こうだ。 

 

① 生活者が主導していく社会をありのまま受け入れ、 

② あなた自身から相手の生活者へ視点を動かし、 

③ 生活者というまるごと人間にとっての「自分の視点」で見て、 

④ 生活者の興味・関心・意向・希望・夢に関連させる「自分ごと」の情報体験をつくる。 

 

「どうやれば、（私がそこの）人を動かせるか」ではなく、「（その人と私が）どうなれば、人は

動くか」。そして、「（私がそこの）人にどうやってあげれば、人の世を住みやすくしてやれるか」

ではなく「（その人と私が）どうなれば、人の世は住みやすくなっていくのか」、なのである。 

 

ひとことで言うと、次の通り。 

 

そこの人を操って「遣（や）る」のではなく、その人と共に「成（な）す」、ということ。 

 

たとえにあてはめると、こうなる。 

 

・親が、子の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 
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・嫁が、姑の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・夫が、妻の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・彼女が、彼の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・先生が、学生の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・上司が、部下の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・社長が、社員の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・政治家が、有権者の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・放送局が、視聴者の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・新聞社や出版社が、読者の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・店が、客の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・ウェブ管理人が、ウェブ来訪者の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

・公共サービス提供者が、利用者の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

そして一般に、 

・企業が、生活者（＝まるごと人間）の「自分ごと」によって、ものごとを成す。 

 

 このような「『自分ごと』によって成す」こととは、建前やきれいごとではない。生活者の言い

なりでもない。訳知りが目先の手口で右往左往することの対極にある、人の世と向き合う「構え」

である。 

 

私は、「生活者の『自分ごと』によって、成す」ことを今日的に更新することこそが、イノベー

ションであると考えている。「自分ごと」とは、このイノベーションをもたらすシンボル・キーワ

ードである。そしてこの「自分ごと」こそが、生活者が抱く「興味・関心・意向・希望・夢」を、

生活者に対する「理解・洞察・発見・仮説・使命」で導いていくための、「勝負の言葉」なのであ

る。 

 

■「自分ごと」のコミュニケーションづくりが目指すもの 

 

私は、「『自分ごと』で人の世は住みやすく」と、ひそかに大まじめに考えている。「コミュニケ

ーション」は「草枕」で描かれる「芸術」とは別物である。しかし、芸術によって人が抱く「想

像的なもの」と同じことが、「自分ごと」のコミュニケーションにより、人の心に芽生えるのでは

ないか。そのことを通じて、人の世は住みやすくなるのではないか。…などと妄想している。 

 

みなさんもぜひ、公私で関わる生々しい人の世に「自分ごと」のコミュニケーションをつくる

ことで、魅力的な「想い」を馳せていただきたい。 
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��� 

 

エンゲージメント�くり 

 

生活者の情報��を生みだすには、 

企業からの�出や��ではなく、人の心が動くエンゲージメント�くりで。 

 

 

 

■「エンゲージメント」と「ｗｉｔｈ Ｃ」 

 

今、生活者を取り巻く情報環境は大きく変化し、生活者の心理や振舞いは予想のつかない変化

を続けている。この動向に対して、企業は新しい取り組みに着手しつつある。 

例えば、クロスメディア、ソーシャル・メディア、戦略ＰＲ、ＣＧＭ（ＵＧＣ）、ＳＥＭ、リス

ティング広告…など、新しいテーマや手法が次々と出てきている。私たちは、様々な取引先から

相談をいただくが、その多くに共通して、生活者が情報の主導権を握っていく新しい局面にどう

対応していけばよいか、という問いかけが根底にある。まさに、生活者主導社会™の到来である。 

近年、広告やマーケティングの世界では、約束、契約、婚約を意味してきた「エンゲージメン

ト」という言葉が注目を集めている。博報堂では生活者を基本視点にして、この言葉を捉えてい

る。生活者は、ブランドの情報を「他人ごと」ではなく「自分ごと」と捉え、ブランドとの間柄

や絆を深めていく。このような意識と行動を生みだすことを目的とした、企業から生活者への働

きかけを「生活者エンゲージメント」、あるいは単に「エンゲージメント」と呼ぶ。 

そして、この考えを象徴したキーワードが、「ｗｉｔｈ Ｃ」である（注 Ｃ＝Consumer＝生活

者とほぼ同義）。ブランドが生活者に一方的に伝える「ｔｏ Ｃ」を従来型とすると、生活者の関

心や期待などを生活者と共に実現していくという意味の「ｗｉｔｈ Ｃ」は、生活者主導社会を考

える重要なスタンスと考えている。 

 

■「ＡＩＤＭＡ」から「エンゲージメント・リング™」へ 

 

皆さんは、１９２０年代に米国で提唱されたモデル「ＡＩＤＭＡ」をご存知だろうか。これは、

認知→関心→欲求→記憶→行動（＝購買）の英頭文字をとったコミュニケーションの反応段階モ

デルである。これまで日本では、ＡＩＤＭＡに代表される始点と終点を固定した一方通行・階段

式モデルにより、生活者を捉えようとしてきた。しかし、生活者の自発的な意識・行動を捉える

には柔軟性に欠ける面も否めない。このため、２００７年に博報堂ＤＹグループでは、生活者が

主導する情報行動を機会と捉え、「エンゲージメント・リング」という統合型マーケティング・コ
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ミュニケーションモデルを開発した。 

このエンゲージメント・リングは、生活者がブランドと出会う際に、まず「心が動く」ことを

重視する。これに加えて「共有する」「選択する」「絆を感じる」という全部で四つ輪の情報行動

が、さまざまな順序、または同時多発で起こる。 

エンゲージメント・リングには、大きく三つの特長がある。まず、ＡＩＤＭＡと異なり、購買

以降のロイヤリティー形成段階として「絆を感じる」を含めている点。これにより、販売促進に

留まらずブランディングのモデルになっている。次に、ＡＩＤＭＡのような始点と終点を固定し

た一方通行・階段式モデルではない「循環型」とすることで、生活者の主体的な動きを捉えるモ

デルになっている点。そして三つ目は、生活者主導社会をふまえ「生活者を主語にした情報体験

モデル」として活用ができる点である。 

私たちはマーケティング・コミュニケーションの成否を決める大切なアイデアをつくりだす過

程で、四輪の中核になる「テーマ」とそれを体験させる「装置」を考え、どのような生活者にど

のリングをどの順番で動かせばよいか、情報行動を誘発するシナリオづくりに取り組んでいる。 

 

■生活者主導社会に至る時代背景 

 

次に、この「エンゲージメント」および「エンゲージメント・リング」が生まれてきた時代背

景について考えてみる。人類が近代的なテクノロジーによって情報体験を飛躍的に進化させた段

階として、三つの変革に着目する。まず、１５世紀の「活版印刷」の発明である。文字が無限に

複製・回覧され、多数の人々が同一の情報にパーソナルな接触ができるようになった。そして第

二が、１９２０年代にラジオで始まった「放送」の登場である。これにより不特定多数が同一の

情報を同時に接触できるようになった。放送メディアには、強力な「リーチ効果」が備わってお

り、生活者に大量の情報を露出する「ｔｏ Ｃ」時代が幕開けた。始点から終点への一方通行・階

段式モデルＡＩＤＭＡが提唱されたのは、この放送メディアが誕生した時期と重なる。 

そして「放送」誕生の約８０年後の２１世紀初頭には、第三の変革として「インターネット」

が生活者に深く浸透してきた。生活者主導社会が到来した影の主役は、このインターネットと言

えるだろう。今回の変革は、前回の放送メディア誕生の時とは異なり、リーチ効果に加えて「リ

ーチ後の効果」へいかに取り組むか、という視点が重要になってきている。インターネットには、

インタラクティブ性に基づくリレーションシップやネットワークの形成力がある。一方的に情報

を露出して終わりではなく、「生活者が接触した後に、意識と行動にどのような『効果・影響』が

うまれるのか」という課題を投げかけている。 

さらにこのインターネットは、産業と社会のデジタル化とグローバル化の波の中で、人間の知

覚や想像力を刺激しながら、既存メディアと社会ネットワークとの融合を進めている。 

 

■手がかりは普遍的な人間の営みの中にあり 

 

それでは、生活者主導社会の今日、企業と生活者はどのような関係を結んでいけばよいか。エ
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ンゲージメント・リングを活用するヒントを考えてみたい。突然で恐縮だが、次に挙げるような、

みなさんの青春時代における「恋」を思い出していただきたい。 

 

好きな人ができた。なんとか仲良くなりたい。でも、相手は自分のことをどこまで知っている

のかわからない。しかも、その人は他の人からも人気があると聞いている。その時、次の二つの

行動のどちらが効果的と考えるだろうか？ 

 

（１）相手に「私と仲良くしてください。私の持ち味は○○○です」という内容を、電話や手

紙などで送っていく。こちらの目的と魅力を示すメッセージがなるべく多く届いているように、

色々な連絡手法で同じメッセージを繰り返し、効果（＝メッセージへの接触や気づき）を待つ。 

 

（２）相手が何かに興味がある（例えば映画が好き）との情報を得て「映画を観に行きません

か」と誘う。相手が関心をもちつつ自分も関与できるような、共有体験の場をつくる。 

 

この状況を、マーケティング・コミュニケーションの例題として考えてみる。まず（１）の行

動では、自分の持ち味を露出してそのことを認知させることで、相手のハートを射止められれば

よいのだが、届けただけで都合よく相手とマッチングする保証はない。訴求が度重なるにつれて、

相手は刺激に慣れて飽きがきて、「他人ごと」になってしまう危険性がある。その場合は、意中の

人のことはあきらめ、自分の持ち味を直接欲しがる他の相手を募集して回るしかない。これは、

焼畑農業方式と言えよう。 

一方、（２）の行動では、急がば回れの対話方式である。送り手と受け手の両方が関心のもてる

お座敷（この例では、ふたりが一緒に出向く映画館）を「装置」として用意し、共有体験をもつ。

互いに関心を持てるできごとの最中に、その場と矛盾しない話題ならば、あなたに関する情報を、

相手は「自分ごと」と捉えてもらえる可能性がある。 

（２）の例のような、生活者が「自分ごと」として心を動かしていく「ｗｉｔｈ Ｃ」型のコミ

ュニケーションづくりでは、共感し共鳴できる「テーマ」が、その人の情報体験を貫いているこ

とが大切である。そのテーマを私たちは「エンゲージメント・テーマ」と名づけ、プラニングで

最も重要な要素のひとつに位置づけている。そして、多角的なインサイトからエンゲージメント・

テーマを見つけ出す手法、さらにはエンゲージメント・リングに適合させた効果検証の仕組みな

どの開発を進め、提供を始めている。 

 

以上のように、今まで大量の情報を一方的に浴び続けてきた生活者は、自ら取捨選択する情報

行動の中で主導権を握りつつある。その中で、企業やブランドと生活者との関係は、かつての  

「ｔｏ Ｃ」型から、人間同士の間柄になぞらえる「ｗｉｔｈ Ｃ」型になってきている。「エンゲ

ージメント」は、生活者主導社会における企業が、生活者との関係を深化させるキーワードであ

り、「エンゲージメント・リング」は、その生活者にとっての「自分ごと」の情報体験を設計する、

いわば「地図」になっている。 
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■「自分ごと」と「生活者主導社会™」に関する書籍 

 

 

「「自分ごと」だと�は��」 

 

博報堂ＤＹグループエンゲージメント研究会（著） 

ダイヤモンド社（２００９年１１月） 

 

 

■「エンゲージメント・リング™」について 

 

 

博報堂ＤＹグループでは、「自分ごと」を生みだすプラニングウェイとして、統合型マー

ケティング・コミュニケーションモデル「エンゲージメント・リング」を２００７年に

開発。その啓発と普及を推進している。 

 

特設サイト http://engagement-ring.jp/ 

 

 

■お問い合わせ 

 

 

お電話 ０９０（３２７２）８８５５ 

 

お手紙 〒107-6322 

東京都港区赤坂5-3-1赤坂Bizタワー 

  株式会社 博報堂 久地楽 雅也 宛 

 

 

 

 

以 上 
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平成２２年度平成２２年度 大学図書館職員長期研修大学図書館職員長期研修
博報堂のマーケティング・コミュニケーション戦略博報堂のマーケティング・コミュニケーション戦略

「自分ごと」と「自分ごと」と
エンゲージメントづくりエンゲージメントづくり
人が動く、人が動く、マーケティング・コミュニケーションの視点マーケティング・コミュニケーションの視点

2010年07月14日

株式会社 博報堂
久地楽 雅也

マーケティングの本質とは
「マーケティングとは、顧客の創造である」 セオドア・レビット

「マーケティングの究極の目標は、

セリング（売り込み）を不要にすることだ」 ピーター・ドラッカー

マーケティング ＝ 自ずと売れていく、
活動プロセスをつくること。

マーケティング ＝ 自ずと顧客が生まれてくる、
環境プロセスをつくること。

2

マーケティングとは、自分を「売り込む」操作手法ではなく、
「自ずと…」といっても、虫のいいサボり方を探すことでもない。
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スルースルー……

クラウド

生活者主導社会™の到来

スルースルー……
スルースルー……

4

生活者は
能動時狭窄に。

きょうさく

能動的
脊髄反応。

“to C”型の発想 “with C”型の発想

生活者と企業が
共有する

価値・テーマ

C＝Consumer≒生活者

企業

ｔｏ Ｃ から ｗｉｔｈ Ｃ へ

企業

一方的な
情報提供

5

① 生活者が主導していく社会を
ありのまま受け入れ、

② あなた自身から相手の生活者へ
視点を動かし、

③ 生活者というまるごと人間にとっての
「自分の視点」で見て、

④ 生活者の
興味・関心・意向・希望・夢に
関連させる「自分ごと」の
情報体験をつくる。

6
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そこの人を
操って

「遣（や）る」

その人と
共に

「成（な）す」

7

人が動く、マーケティング・コミュニケーションの基本姿勢

企業が、そのステークホルダーである
生活者にとって、「他人ごと」ではなく

「自分ごと」
を生みだすこと。

エンゲージメントとは

8

ブランディングの考え方が変わる

関係構築型
ブランディング

自己表現型
ブランディング

“ｔｏ Ｃ” 発想 “ｗｉｔｈ C”発想

����

生活者が主語
生活者は能動

企業が主語 生活者は受動 企業による誘導

他人ごと？
自分ごと！

9

大衆 → 分衆 → 網衆

～７０年代 ８０～９０年代 ００年代～

マス セグメント ネットワーク

ひとつの
価値

クラスターごとに
ラベリング

無数のタグ

to C with Cto C
10

＋
テーマを体験する

装置

11

凸型
●目立つように

したつもりでも・・・

!

情報が
渋滞して
埋没。

●パタン１

●パタン２

欲しい所
だけ

つまみぐい

●生活者が自分ごと化する設計。
●生活者が関われる・使える・

浸れるコミュニケーション。

?!
体感
参加

凸と凹

共感・共鳴・好奇・質問・参照・共感・共鳴・好奇・質問・参照・
参加・話題・推奨・クチコミ・保参加・話題・推奨・クチコミ・保
存・引用・入力・ｸﾘｯｸ・ﾂｯｺﾐ存・引用・入力・ｸﾘｯｸ・ﾂｯｺﾐ
・・・を誘う、委ねる、託す。

凹型

12
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『「自分ごと」だと人は動く』
博報堂ＤＹグループ エンゲージメント研究会 ［著］

ダイヤモンド社
・紙書籍 ：1500円（税別） 一般書店やAmazonなどで。
・電子書籍 ： 700円（税込） App Storeにて。（iPhone と iPad で対応）

13
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18 公共図書館の戦略 

日本図書館協会事務局次長    

常世田 良    

 

■ 市民＝顧客の状況１ ： 「自己判断自己責任」型社会への移行 

 

従来、我が国はキャッチアップ社会であり、与えられた枠組、手法、情報によって仕事を 

こなせば評価された 

したがって個人レベルにおいて情報収集をする必要性は低かった 

しかし、企業、行政ばかりでなく個人も徐々に「自己判断自己責任」をせまられつつある 

  「自己判断自己責任」型社会では、個人や小さな組織（中小企業など）のリスクが増大する 

  「自己判断自己責任」というコンセプトが社会全体として成立するためには 

正確な情報が公平に提供されるシステムが必要である 

 

 

■ 市民＝顧客の状況２ ： 市民の情報環境の変化と従来の情報システムの限界 

 

 ・ 企業、教育機関、家庭における情報環境の激変 

 

 ・ 「読書」の内容の変化 

     一冊の本を、初めから終わりまで読み通すのではなく、複数の資料を読み比べ 

必要な部分をピックアップする、「情報収集」型の読書が増加 

    書籍の売上不振の理由は、「売り手市場」から「買い手市場」への移行？ 

    

・ マスコミ、出版流通、インターネットの限界 

日本のマスコミは情報提供システムとして機能しているか？ 

    流通上の問題から通常の書店では、勤労者が必要とするような図書は入手困難 

    インターネットだけでは、体系的網羅的な知識やものの考え方に関する知識などは入手困難 

     

 ・ 「自己判断自己責任」で問われる日本人の情報収集能力と情報環境 

    中小零細企業の自立 

    終身雇用、年功序列賃金の崩壊 

地方分権（主権） 

    ペイオフ制度 

キャッシュカード事件、振込め詐欺など 

 

 

■ 市民＝顧客の状況３ ： 不十分な情報収集と不完全な情報分析 

 

・ 「自己判断自己責任」型の地域社会運営とは？ 

市民、首長、議員、行政、企業が選択できる真の多様性とは？ 

 

・ 我が国の地域、行政、企業に必要な、判断の過程における「相対化」 

「相対化」するために不可欠な「必要十分な情報」 

    知りたくない、耳の痛い情報こそ、重要 

 

    日本人の情報収集の範囲 → 「知人・家族から」が 80%以上 

    日本人の医療の情報源 → 担当医とテレビで 80％以上 

ミッドウエー海戦の教訓 
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 ・ 主義主張（イデオロギー）とは無関係な「情報の重要性」 

 

 ＊ 図書館の情報提供の目的は、知識・情報の「共有化」と物事を見る眼の「相対化」 

 

 

■ 生涯学習のブランディング ： ブランディングとしての「情報リテラシー」 

 

 一般に、情報リテラシーは個々人がいつ情報が必要なのかを認識し、情報を突き止めたり、 

評価したり、効果的に必要とされる情報を用いたりするための能力をもてるようになるための 

一連の知識・能力であると定義されてきた。広義には、情報リテラシーを兼ね備えた人とは 

「いつ情報が必要なのかを知っており、必要な情報を同定し、突き止め、評価し組織化し、 

効果的に用いることで個人的な問題や仕事に関わる問題、そして広い意味で言えば社会問題に 

取り組み、解決の助けになれる」（ユネスコ）人である。 

 

 

■ 公立図書館のブランディング ： 市民の図書館イメージの刷新・図書館員の自己イメージの改革 

 

 ＊ 理念、機能を周知するための「ブランディング」 

 

・ 公共施設の中で、最も利用者が多い（市民利用率も最も高い） 

    人口 15 万人の街で、年間のべ 100 万人が利用 → 再開発地域の目玉に 

    減少する公共施設の中で、唯一増加する図書館 → 10 年間で 30％増加 

・ 重要な「どこにあるか」「どんな人がいるか」「何をしてくれるか」分ること 

多様重層的な情報提供（人生の問題は、複雑に絡み合って現れる） 

  専門以外の、一見無関係な情報にこそ解決の糸口がある 

  隙間情報、ヒントの宝庫 → 情報の「多義性」 

・ 特定の情報提供窓口には、特定の情報しかない → 図書館には相反する情報が存在する 

    「会社経営は総合芸術」？

 

 

■ アメリカの公共図書館の状況 ： 強力なブランディング戦略とマーケティングによるサービス戦略 

 

◎ 「引越したら図書館へ」 

   医療、教育、法律、ビジネス、求人など、生活情報と地域情報の宝庫 

 

 ・ ビジネス専門司書、法律専門司書、医療専門司書などの配置 

   情報収集者・提供者・「評価者」・「付加価値付与者」・「発信者」、「カウンセラー」としての 

図書館員 

 

・ 商用データベースの大規模、無料提供、自宅からのアクセス 

e-BOOK、電子ジャーナル、メール-レファレンス、チャット-レファレンス 

 

 ・ 多様な利用者教育 

    様々なデータベースの利用法などの講座、研修 → 大人のための情報リテラシー

 

 ＊ 2 つの 2本立て 

    「本」と「コンピュータ」 ＝ 「ハイブリッド図書館」 

    新規事業と従来のサ－ビス 
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■ ブランディングのポイントは、「サービスそのものの充実」「新らしく見える事業展開」 

「マスコミなどへの露出度」 

 

＊ 「最大のＰＲ」は、サービスそのもの！ → 「口コミ」は最先端のマーケティング 

    基本としての、資料（情報）提供、リクエスト、クイックレファレンス（インフォメーション）、 

レファレンス 

 

＊ 顕在化しているニーズと潜在的ニーズ 

    分野を越えた古典的なテーゼ ： 「ニーズは引き出すものである！」 

 

・ ビジネス支援サービス 

地元企業・商店へのビジネス情報提供、農林漁業関係者への情報提供、就労支援、勤労者の再教育

    中小零細企業の企業系列からの離脱、産業構造の変化、企業内教育の限界、 

＊ 専門図書館、大学附属図書館・附属機関、産業支援センター、商工会議所、ハローワーク、 

専門機関、消費者センターなど 

 ＊ 相互貸借、レファレンス、資料提供、人事交流、イベント共催、相談会講習会開催など 

  ＊ 東京都立中央、鳥取県立、宮崎県立、静岡市立御幸町、小山市立中央、新宿区角筈など 

 

・ 医療健康情報サービス 

地域への医療、介護情報の提供、「インフォームドコンセント」のためのセカンドオピニオン

    「がん対策基本法」→ 拠点病院からの一般市民への情報提供 

    自治体の重要課題 → 医療コスト削減 

→ なぜアメリカの図書館では医療専門の司書が配置されるのか？  

 ＊ 大学医学部附属図書館、病院図書館、がんセンター、研究機関など 

    相互貸借、レファレンス、資料提供、人事交流、イベント共催、相談会講習会開催など 

    医療系司書の活動が活発 → 公立図書館への協力要請 

＊ 鳥取県立－県立厚生病院－鳥取大学、松本市立－信州大学、愛知４市－愛知医科大学、 

柏市立－がんセンターなど 

 

・ 法律情報サービス 

地域への法律情報の提供 

「総合法律支援（司法ﾈｯﾄ）法」可決 → 「法テラス」設置 

    アメリカの図書館には法律専門の司書が配置 → 日本も訴訟社会へ 

 ＊ 法情報提供サービス徐々に増加、「法テラス」運営団体からの要請あり、近い将来連携必要な分野 

 

・ 消費者情報サービス 

    消費者庁 → 消費者センター ←→ 図書館 

    リコール情報の継続的な提供、消費者教育 

 

・ 行政支援サービス 

行政トップ、行政各セクションへの情報提供 

    市長、教育長など行政のトップが正しい政策判断を行うために必要な情報の提供 

行政事務を効率的かつ迅速に執行するために必要な情報の提供 

公立図書館の公文書館としての代替機能 ← 公文書館法改正附帯決議 

 

 ・ 議員への情報提供サービス 

    市町村議会議員の活動を情報収集の面から支援する → 議員は活動に集中できる 

    「自己判断自己責任」型の地域運営のための政策作成 
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 ・ 市民への行政情報提供 

    行政庁舎は、土日閉庁 

情報公開は土日開館している図書館で 

 

 ・ 乳幼児・児童の言語能力の育成、青少年の論理的思考能力の促進 

    わらべ歌の役割、大量の読み聞かせの効果 

＊ 一生の宝になる情報リテラシー → 将来のデジタル社会は高度に論理的な文章の世界

 

 ・ 大学図書館との連携 

    「地域の知的資源の共有化」の基本となる連携 

    全国的に増加傾向 

    資料の相互貸借に留まる例多く、実績に大きな格差 

    物流手段の確保が課題 

    市民の研究個室利用など学生と同等の利用認める例や市民向け資料の購入予算確保する例も 

    多くの地方大学は、経営的な理由からも地域との連携を望んでいる 

    ポイントは、双方の理事者の理解と現場の職員の意識改革 

  

 ・ 学校図書館との連携 

児童の言語能力の育成、青少年の論理的思考能力の促進 

一生の宝になる情報リテラシー → 将来のデジタル社会は高度に論理的な文章の世界

 

 

■ 総合的な図書館（情報）政策確立のためのブランディング 

 

＊ 顧客戦略と政策形成は、車の両輪 

    「ロビーイング」は、「ブランディング」そのもの 

 

・ 高い国民的ニーズを積極的に利用 

   １５年間で１０００館新設（2000 館から 3100 館へ） 

   最も利用の多い公共施設（浦安市では、人口１５万人で、利用者年間１００万人） 

 

・ 規制のない図書館にとって、「地方分権」「行政改革」は逆風 

    我が国の人事政策の問題点 → 専門職の職種と定員の削減 

   地元経済の活性化のためのならば、コスト負担も可能 

   ビジネス･医療･法律サービスには、専門職が不可欠 

質的評価が可能となるチェックシステム（基準）が必要 

 

◎ 市民に対して、「なにを」「どのように」、10 年後 20 年後・・提供するのか？ 

 

 

■ 国家レベルの図書館政策の必要性 

・ ＯＥＣＤ学力到達度テスト：フィンランド連続総合１位を実現した図書館政策 
・ アメリカでは、社会全体で日本の 3~4 倍のコストをかけている 

   オバマ大統領は上院議員時代（2005）にアメリカ図書館協会での演説で「図書館の重要性」述べる 
   ゴア副大統領の「情報ハイウェイ構想」における情報格差解消と図書館政策 
・ アメリカでは、「引越したら図書館へ」 

   医療、教育、法律、ビジネス、求人など、生活情報と地域情報の宝庫 
・ 先進国では当たり前の「課題解決型図書館」 
・ アメリカのビジネスサービスは 100 年の歴史 
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・ Ｇ７諸国の最低のイタリヤより低い日本 
・ 韓国の国を挙げた図書館・公文書館政策 
・ 中国上海市、南京市の巨大図書館 
・ シンガポールの公共図書館は国の直営 

 

◎ GDP が日本より低い他の国で、なぜ図書館に「人と金」がつくのか？ 

   G７の最低レベルのイタリアより劣る日本の図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 参考資料 

 

◎『図書館のめざすもの』竹内さとる                日本図書館協会 1997 

◎『未来をつくる図書館』(岩波新書) 菅谷明子                        岩波書店 2003 

◎「これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－（報告）」  文部科学省 2006 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06032701.htm 

◎『２００５年の図書館像』地域電子図書館構想検討協力者会議        文部省 2000 

『情報基盤としての図書館』根本彰                   勁草書房 2002 

  『税金を使う図書館から税金を作る図書館へ』松本功          ひつじ書房 2002 

 『課題解決型サ－ビスの創造と展開』(図書館の最前線) 大串夏身      青弓社 2008 
 

「これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－」       文部科学省 2006 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06032701.htm

 

◎「ビジネス支援図書館推進協議会」サイト 

http://www.business-library.jp/

「ビジネス支援シンポジウム（7月 11 日）記録」 

http://www.rieti.go.jp/jp/events/03071101/keohane.html

「創業・ベンチャー国民フォーラム」 

   http://www.j-venture.info/evening/kanto_04.html

『ビジネス支援図書館の展望と課題』              （財）高度映像情報センター2006   

「特集：ビジネス支援事始」               『みんなの図書館』2002/6 月号 

「特集：図書館サービスとしてのビジネス支援」        『図書館雑誌』2003/2 月号 

「特集：ビジネス支援」                  『現代の図書館』2003/6 月号 

「図書館における医療・健康情報の提供」                  『現代の図書館』2005/12 月号 

「特集：図書館における法情報提供サービス」         『図書館雑誌』2008/4 月号 

 

「アメリカ：公共図書館の商業データベース提供」岡部一明  『現代の図書館』1999/6 月号 

 

『浦安図書館を支える人びと』鈴木康之坪井賢一          日本図書館協会 2004 

『浦安図書館にできること-図書館アイデンティティ』常世田良       勁草書房 2003 

 
 

210　公共図書館の戦略



 

 
1  
1)  Scientific Community 

 
 

Kuhn 1)

 
2)   

a)  
 

Hagstrom2)

 
 

 
b)  

 
 

 
 

 
3)   

a)  
 

 
 

Garvey3)

 
  b)  

 
 

 
Garvey 3)

 

 

オープンアクセスと機関リポジトリ　211



2  
1)  

Roosendaal 5)

registration 
archive  
certification 
awareness 

 
2)   

 
 

 
3)   

6)p.71 3.5  
 

 
 

 
 
4)  
a)   

 
 

 
 
b)  

 
 

 
 

 
 

 

212　オープンアクセスと機関リポジトリ



3  
1)  
a)  Budapest Open Access Initiative(BOAI) 

“ ( )

” 6)

b)   
Willinsky, J. 7)  

 
 
2)  

 
 

a) 1991 e-print archive arXiv  
1994 Harnad  

b) BioMed Central PubMed Central PLoS 
c)  
 
4  
1)  

 
 

 
 

Directory of Open Access(DOAJ)  http://www.doaj.org/ 
 

 
 

 
BioMed Central Springer  

 
2)  

 
 

 
 

 

オープンアクセスと機関リポジトリ　213



3)e-print arXiv 
50  

17 10)  
 
4)NIH PubMed Central 
a)  

1999 E-Biomed  
2000 PubMed Central  

b)Public Access Policy 
NIH  

2004 2008  
c)  

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/journals/ 
http://www.nihms.nih.gov/stats/ 

 
5  
1)   
a)  

 
 

Crow 9)

 
 

b)  
2  

Poynder10)

Shreeves 11) 

 
 

 
2)  

 
 

 

 
e-Science  

 

214　オープンアクセスと機関リポジトリ
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オープンアクセスと
機関リポジトリ

��義�大学文学�

���子

学術コミュニケーション

「大学図書館の存在ありき」ではない

①研究者の研究活動

②雑誌論文や図書の出版活動
③(従来の)図書館の収集，提供活動

この研究およびコミュニケーション活動，
さらに社会全体が大きな変革期

変化の基本的仕組み，構造の理解が目的

本講義の構成

1. 学術情報と学術コミュニケーション

2. 学術雑誌と電子ジャーナル

3. オープンアクセスの理念と沿革

4. オープンアクセスを実現する手段

5. 機関リポジトリ

科学者共同体と学術情報

既
存
知
識(

体
系)

研
究
計
画

成
果
公
表

実験

既
存
知
識(

体
系)

科学者共同体
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学術情報の基本特性

共有性と累積性

「ギフトの円環」

公開への志向：オープンアクセスの背景

専門性
専門家へ向けての効率的な流通
一般への公開の意識はない（クラブ財）

「科学の本質はコミュニケーションである」

既存の知識との不断の検証と成果公表が
必須

①Peer Review（評価）

②学術情報の流通

本講義の対象

研究にとってのコミュニケーション

学術雑誌の４機能

1. 登録 registration
新しい成果出現の識別，プロセス開始

２．保存 archive
半永久的成果の保存（保証）

３． 認証 certification
査読制

４． 報知 awareness
世界的流通の確保

大学図書館

編集・発行のステークホルダー
(印刷媒体)

編集・発行のステークホルダー
(電子ジャーナル)

変化
なし

大変革
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オープンアクセスとは

Budapest Open Access Initiative
(BOAI)
①査読された雑誌論文

②インターネット上で無料で

③閲覧、ダウンロード、コピー、配布等

＊対象（雑誌論文に限定しない）

時期(刊行後即時か，エンバーゴか)
に関しては，多様な立場

究極の理念

理念としてのオープンアクセス

Willinsky “学術情報へのアクセスの増大”
人間が持つ基本的権利（知る/知らしめる）

・図書館のこれまでの活動すべて

・Elsevier社のEJプラットフォーム
（２０００誌以上の論文書誌情報の無料提供）

等々も理念としてはオープンアクセス

オープンアクセスの沿革１

統一的な運動ではない

一種の旗印

起源

①1991年 e-print archive → arXivへ
プレプリント文化の電子化という別の文脈

②1994年 Harnad 「転覆計画」提案

セルフアーカイビングの理念確立

オープンアクセスの沿革2
オープンアクセス雑誌の誕生

BioMed Central社
PLoSシリーズ

発展への契機

①米国下院歳出委員会

NIH助成研究の公開義務づけ提案

②英国下院科学技術委員会報告書

全大学での機関リポジトリ構築を勧告
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オープンアクセス実現手段

１ 雑誌刊行側によるOA (Gold road)

2 セルフアーカイビングOA (Green road)

オープンアクセス雑誌

エンバーゴ

オープンアクセ
スオプション

機関リポジトリ

arXiv

PubMed Central
(Author manuscript)

オープンアクセス雑誌

新しい学術雑誌のモデルとしてのOA雑誌

オンラインのみ（利用は無料）

査読制の堅持（既存雑誌と同等の質）

著者支払モデル（新しいビジネスモデル）
OA雑誌専門の商業出版社

BioMed Central社→Springer社吸収

タイトル数は増加しているが評価は▲

PLoS Biology
OA雑誌であっても高い評価（IFなど）

多額の助成金(寄付)に依存

オープンアクセス論文提供

完全フリーアクセス雑誌（少数）

既存の学術雑誌のオープンアクセス対応

①エンバーゴ
High Wire Press(６３８万全文，OA２０６万)

②オープンアクセスオプション
著者が支払えば論文をOAに

＊意図しないOA雑誌

公的な電子ジャーナルプラットフォーム

J-STAGEの雑誌：Web版のみ無料公開多
数

e-print アーカイブ

主として物理学分野 arXiv.org
プレプリント電子版のアーカイブ

１９９１年 ロスアラモス国立研究所
Ginsparg 個人のシステムとして開始

研究者が自主的に登録し，自由に利用

サーバ管理以外仲介者を必要としない

究極の学術情報流通手段として注目

登録論文の推移

19年間累積 61万論文

NIHのPubMed Central

［沿革］

1999年 E-biomed計画：新たなモデルの提案

2000年 既存学術雑誌アーカイブとして開

2004年 政府歳出委員会の勧告

2005年 Public Access Policy
NIHが助成した研究成果は発表後１年以内
にPMCで無料公開を要請

2008年 PMCでの１年以内無料公開を義務化
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著者原稿の登録数推移

http://www.nihms.nih.gov/stats/

NIHのPubMed Central

学術情報流通の新しいステークホルダー
研究助成機関

医学医療分野という特性

NIH（NLM)の情報提供の伝統

PubMedの無料提供

Webでの一般人への情報公開

一般人への情報公開への
強い社会的要請

二つの目的(文脈)

Crow
学術コミュニケーションの変革の推進

大学と大学図書館はその構成要素

学術機関の知的資産の保管
保存対象の変化と拡大（基本機能は同じ）
結果として学術機関の認知度を上げる

機関リポジトリの目的は
必ずしも明確ではない

構成要素

① メタデータ世界標準
１９９９年 OAI発足
２００１年 OAI-PMH

② オープンソフトウェア
２００２年 Dspace

③ 国，団体による支援
米国 SPARC
日本 国立情報学研究所
英国 JISC

機関リポジトリ数の推移

OpenDOAR. http://www.opendoar.org/

世界で約１7０
０

（2010.7）
米国 371

日本 79
英国

ドイツ

オーストラリ
ア
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収録対象別本文件数(日本)

Nii IRDBコンテンツ分析 http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php

雑誌論文
14%

紀要 54%

本文６７８万件
(155機関)
2010.06.30

どう位置づけるのか

大学図書館内での位置づけ
国立大学の6割以上構築
予算，人員ともにごくわずか

機関リポジトリは何を目指しているのか
既存の学術雑誌，図書の収集・提供
の延長線上にはない役割

目的と方向性が不明確なまま

大学図書館に期待する機能

Schonfeld, R.C.; Housewright, R. Faculty Survey 2009: Key Stategic 
Insights for Libraries, Publishers, and Societies. 2010.4, 35p.

http://www.ithaka.org/ithaka-s-r/research/faculty-
surveys-2000-2009/Faculty%20Study%202009.pdf
p.9 Figure 7: Percent of faculty rating these roles of 
the library as important, in 2003, 2006, and 2009 

大学、大学図書館、機関リポジトリ

現時点での機関リポジトリ

脆弱な基盤、意義が理解されない

既存の図書館サービスの枠に入らない

大学図書館：大学の研究、教育支援

電子メディア中心の社会へ

大学の教育研究のあり方は変化しないのか

具体的なサービスの展開が見えない

将来の可能性

①Webでの教育重視

教材の開発、提供、実施

②e-Scienceの展開

研究データ，成果を含めた研究情報

の収集，処理、保存、利活用

③研究成果の出版活動
従来の大学紀要、教科書の
電子出版（電子的提供）

大学、大学図書館がとる戦略に依存
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20Gbps  
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SINET3  
40Gbps( )  

10Gbps 40Gbps 
 

( ) 
(62 ) 1Gbps  

 
( )  

( ) 
VPN(Virtural Private Network)  
QoS(Quality of Service)  

( ) 
 

 
( ) 

21 6 12 243  
 

 ( 21 ) 
SINET3 ( 8

(NII 7 )) 
(4 (NII 1 )) 

SINET  ( 19 10 ) 
 

: :206 :73 :4 :12  
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: 10Gbps 
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Web  

 
21 23 3

 
: 180 : 3,000 ( 22 4 ) 

(Gakunin) ( 22 4 ) 
Shibboleth

 
Science Direct SCOUPS Springer Link Web of Knowledge Ovid SP
Dreamspark RefWorks  
CiNii eduroam( LAN) NII

 
 

 ( 22 3 ) 
   

NACSIS-CAT 1,234
(1,224)

 717 138  54
16  202  107 

NACSIS-ILL 932
(908)

1,098 1,083  

ILL  807
(769)

680 56 71  

 152
(152)

82  
GIF  

 79
(74)

45  

 111
(109)

 
GIF  

 276
(267)

 

*  
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( 22 3 ) 
 

   

 9,074,000 317,000 9,391,000
 105,220,000 4,499,000 109,719,000

  
 

1,529,000 28,900 1,557,900
ILL (21 ) *( ) 20  

    

ILL  860 (946)  101 (105) 961 (1,051) 
BLDSC  2,970 (4,247) 284 (386) 3,254 (4,633) 

GIF  *( ) 20  
    

 1,414 (1653) 336 (451) 1,750 (2104) 
ILL/DD 

 1,130 (1303) 876 (762) 2,006 (2065) 
 37 (98)  37 (98) 

ILL/DD 
 2,894(2804)  2,894(2804) 

 
NACSIS-CAT 16

 
19 2 3

 
     

16  29 152,558
17  53 287,2221  
18  57 217,579
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21  14 417,408
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6,000
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(ERMS) 19 ( 20
3 ) 

(ERMS) 20 ( 21
3 ) 

NII ( 19-20 ) 
 

( 22 3 ) 
   

CiNii  1,280  
NII-ELS  

Webcat Plus 1,671  
KAKEN( DB) 61

 
NII-DBR DB  198 29  

NII-REO
 

356 Springer OUP IEEE/CS 

( 22 4 ) 
 

1,141 ( 311 ) 
( 14 20 ) 

6,931 ( 37 ) 
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CLOCKSS (Controlled LOCKSS: Lots of Copies Keep Stuff Safe)
( 21 2 ) 

KAKEN( ) 
KAKEN  

 
 

CiNii  
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Google (CiNii KAKEN) 

CSI  
( 16 ) 

1 ( 17 19 ) 
1: 70  
2: 22 14  

2 ( 20 21 ) 
1: 74  
2: 21  

3 ( 22 24 ) 
1:  
2:  
3:  

 
18 ( 19 7 3 ) 
19 ( 20 6 12-13 ) 
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SPARC Japan Digital Repositories Meeting 2008(2008.11.17-18) 2010(2010.11) 
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21

(http://www.nii.ac.jp/userdata/publications/nii-yoran/yoran2009.pdf)[

2010.5.14] 
( ) ( 18 3

) 
(

( (B) 16300075) ( ) 
NACSIS-CAT

(http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/contents/ncat_info_WG_record_report.pdf)[

2010.5.14] 

(http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/cat-tr-wg/last_report.pdf)[ 2010.5.14] 
( 19 11 9 )(

)(http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/j/operations/requests/yobosho_07_11_09.pdf)[
2010.5.14] 

( ) ( 20 3
)(http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/pdf/next_cat_interim_report.pdf)[

2010.5.14] 
( ) ( 21 3

)(http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/pdf/next_cat_last_report.pdf)[

2010.5.14] 
(ERMS) 19 20 3

)(http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/infocat/pdf/erms_report_h19.pdf)[

2010.5.14] 
(ERMS) 20 21 3

)(http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/infocat/pdf/erms_report_h20.pdf)[

2010.5.14] 
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20 12 )(http://www.nii.ac.jp/irp/archive/report/pdf/csi_ir_h17-19_report.pdf)[
2010.5.14] 
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https://upki-portal.nii.ac.jp/docs/fed/participants http://www.internet2.edu/pubs/national_federations.pdf 
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CAT/ILL
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24 25

Harvesting
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Open DOAR: Directory of Open Access Repositories
http://www.opendoar.org/ 2010/06/29

1649
79 4

28

IRDB 2010 6 30
155 946,801

IRDB http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php
2010/06/30 29

30

4,304 351

18,500 1,300

1,900 150
600

NII
GeNii

61 61

15

29 204

155 95

GeNii

GeNii

31
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２１ ヒューマン・リレーションスキル - ストレス・マネジメントスキル 

 

                           筑波大学大学院人間総合科学研究科教授 

 宗像 恒次 

 

概要 

クライエントをとりまく環境の一部である人間関係を、SAT 気質コーチング法を用いて調整し、環境認

知の改善を図り、対人関係のストレスマネジメントを行う。 

 

１． 目的 

職場、家庭、学校などのあらゆる生活の場の人間関係の悩みやストレスを「何とかしたい」という動機

がある場合に、人間関係の改善や対人ストレスの軽減を目的として用いる。 

２． 効果 

人間関係とは互いの心の欲求を充足する関係であり、互いに認め愛し合えると愉しく幸せな感情反応

が生まれるが、その反対になると不満や憎しみが生まれるという原則にもとづいて人間関係を尺度化し

たものが人間関係尺度である（図１）。この尺度では、互いの期待が充足したとき、図１に示すように「顔

を合わせられる（＋１）」「話していて愉しい（＋２）」「一緒にいたい（＋３）」と関係が良くなる。他方、期待

が充足し合えないと「会うと顔を背けたくなる（－１）」「話すと不快になる（－２）」「いなくなってほしい（－

３）」と、人間関係が不良になる。 

そこで、気質チェックリスト（資料）で相手の DNA 気質を調べ、気質別期待リスト（資料）を活用し、相手

の DNA 気質に合った合理的な期待ができるようになることで、無理のないつきあい方を知ることができる。

さらに、自分の DNA 気質を理解し、とくに人間関係を維持する上で必要なセルフケア行動（巻末資料）を

実施することによって、ストレスを軽減する効果がある。 

また、現実の相手の行動が変わらなくても、その行動への認知が変わる可能性が高まり、人間関係

の改善を図ることができる。例えば、粘着気質の「おしつけがましい」「お節介」等のネガティブに見られ

がちな面を、「愛情深さの顕れ」や「面倒見の良さ」というポジティブな意味でも見ることができるようにな

ることで、相手に優しくなれたり、大目に見たり、赦せたりするということである。これらによって、人間関

係における異質性を受け入れる基盤をつくることにもつながると考えられる。 

３． 活用法 

人間関係のストレス問題がある場合に、気質コーチング法の中でカウンセリングに先立って行うと良

い。「人は相手そのものをとらえることができず、全て自分の小宇宙の中でとらえている」ことや、「気質概

念を知ることで、対象者への予知期待を修正する」という方法の原理を理解し学習することによって、日

常の中でも、必要時にクライエント自身がヒューマンリレーションスキル・シート（資料）を用いて一人で行

うことができるようになる。 

 

キーワード 

人間関係、気質コーチング、人間関係尺度、気質別期待リスト 

参考文献 

宗像恒次・小森まり子・鈴木浄美・橋本佐由理・鈴木克則：「SAT 法を学ぶ」金子書房，2007 

宗像恒次：「感情と行動の大法則」日総研出版，2008 
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図１ 人間関係尺度 
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Ape Man before 4.4 million years

cm CCScience Oct 2, 2009
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3
Three apes form  human being.

100

A group of 50~100 apes Polygamy family
Semi-singularity

a b c

d e f

Face of Cyclothemia
Round face

&
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Face of Autisticism 
Oval-faced
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